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芦絣寺宿坊家の尾張国粗那場と三禅定（富士山 ・立山 ・白山）関係史料

福江 充

はじめに

箪者は以前、 芦餅寺宿坊家の尾張国における柏那

場の状況や、 衆徒による同地での廻柏配札活動の実

態などについて検討を試みたことがある ll 。 しかし

その後、 新たに幾つもの史料が発見され、 これまで

の 研究成果に対し補足が必要になってきた。

さらに喰者は、 上記の調査・研究と密接にかかわ

る諜俎として、 窃士山・立山・白山の三虚山を巡る

「三禅定」 についても、 検討を試みてきた心

この課題については、 近年、 i車田数彦氏 ”や伊藤

昭正氏 ＂、村中治彦氏 5) 、松下孜氏・小島保幸氏 6) 、菊

池邦彦氏 ” らによって、IMJ係史科が多数発見・紹介

されている。 そこで本稿では、 まず芦絣寺宿坊衆徒

の尾張国における柏那場の形成状況 を再検討し、 次

にそれと三禅定に関する史科との1処係について、 近

年発見された史科も含め、 検討していきたい。

1. 芦耕寺福泉坊の栢那帳や奉加帳にみる尾張国・美濃国の棺那場

1 -1. 天保6年(1835)の「名古屋柏家帳」より

近年、 芦絣寺大仙坊から、 かつて芦餅寺福泉坊が

使用していたと推測される天保6 年(1835) の尾張

国名古屋を対象とする杭那I�長が見つかった。 表題に

「名古屋板家板 天保六未年二月」とあり、形態は横

帳で、 寸法は9.8cm x 18. 3cmである。

さて、 この柏那帳には、 成立当初これを所持・使

用していた宿坊家を直接示す文言は記されていない。

しかし、 柏那板に記された多くの信者なかに名古屋

の交商「伊藤忠兵衛」（第1表040番）や鋳物師「水

野平蔵」（第1表0 1 2番） の名前が見られることは重

要で ある。 のちに と りあげる福泉坊 の明治18年

(1885)の柏那帳「尾張国名古屋祈祷配札口( 1字庶

滅）」には伊藤忠兵衛と水野平蔵の名前が信者として

記されており、また、福泉坊旧所蔵の立山及荼羅「坂

木家本」 の軸裏の銘文にも、 伊藤忠兵衛が信者とし

て記されていることから、 同帳は福泉坊の杞那帳で

あると推測される。

この板面の具体的な内容は第1表を参照していた

だきたい。 なお、同帳における信者数は136人、宿数

は5 ,, 叶である。

1 -2. 茄末期（安政 4 年～疫応 3年）の「祠堂

金受納党帳」 より

この史科の詳細は、 拙落「近世立山信仰の展開』

(90頁~94頁） を参照していただきたい。 以下、この

史料に記載された村名と各村の寄進者数および寄進

金額をあげておく。

尾張国愛知郡の名古屋城下各町村(80人·26両 6

分1 1朱7400疋）、 熱田（以下未詳）( 2人 ・ 150疋）、

大瀬古町(10人・1両100疋）、 須質町( 1人・150

疋）、 中瀬古町(4人・ 1両400疋）、 旗屋筋辺( 1

人·200疋）。 尾張国春日井郡の上飯田村(14人・3

朱1000疋）、 下飯田村(5人450疋）、 中杉村( 1人 ・

100疋）、 束志賀村(9人・6 50疋）、 西志賀村(9人・

850疋）、 山田 村(8人 ・ 1両800疋）、 大森垣外村

(4人・6 朱200疋）、 小幡村(29人 ・ 1両 2分15朱2050

疋）、 金屋坊村(6 人 ・ 450疋）、 川村(5人 ・ 3 朱
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450疋）、 幸心村(10人·850疋）、 大永寺村( 9 人・

9朱6 50疋）、 守山村(17人·2000疋）、 稲生宿( 7

人 ・ 6 50疋）、 田 幡村( 1人·200疋）、 猪 子 石 原 村

(21人 ・ 15朱13 50疋）、 上野村(20人・ 1両12朱13 00

疋）、 井田村( 2人・ 3朱50疋）、 狩宿村(4人 ・ 3

朱250疋）、 瀬戸川村(4人 ・ 3 00疋）、 上赤津村(18

人 ・ 9朱8 00疋）、上水野村( 5人・1両3朱250疋）、下

品野村(12人・ 6朱650疋）、 下水野村( 9 人·7 50

疋）、 瀬戸村(3 1人・21朱1500疋）、 中水野村(12人・

1両3朱7 00疋）、 小池正明寺村( 1人・100疋）、 沓

掛村(4人・250疋）。 尾張国中島郡の赤池村( 1人・

100疋）、 稲菜宿( 8 人・ 1両8 50疋）、 子生和村( 7

人·550疋）、 船柏村( 1人・150疋）、 南砂井村( 1

人·50疋）。 尾張国丹羽郡の下奈良村( 7 人・9 00疋）、

西大悔迫村( 3 人・1両200疋）、 西秘悔道村( 1人・

100疋）、 丹羽村( 3 人・3 50疋）。 尾張国菜栗郡の江

森村( 7 人・3 50疋）、 大毛村( 1人・100疋）、 北方

村(10人·6 00疋）、 光明寺村(21人 ・ 3 両 6朱1450

疋）、 島村( 6 人・6朱350疋）、 杉山村( 5人・ 1両

250疋）、 蒻田村( 1人・100疋）、 西海戸村(16人・

9朱1200疋）、 小日比野村( 7 人 ・ 6 50疋）、 後飛保村

05人・ 6朱9 00疋）。 美i盟国菜柴郡の笠松村(12人・

1両2分1500疋）。 美誤国土岐郡の下半田川村(17

人・12朱750疋）、 上市ノ愈村(34人 ・ 18朱17 20疋）、

滝呂村(28人 ・ 6朱17 20疋）、 脇之嶋村( 5人・ 3朱

250疋）、 笠原村(22人・5朱1450疋）。 美涙国可児郡

の池田宿(4人・250疋）、 北村( 3 人·200疋）、 錦

織村( 1人・100疋）。 美涙国加茂郡の芦渡村( 8 人 ・

9 50疋）、 潮見村( 2人・150疋）、 福地村( 1人 ・ 100

疋）、 細目村(5人・450疋）、 中野方村( 3 人 ・ 1両

150疋）、 その他住所不明(27人. 2両9朱23 00疋）。

以上、 この l販冊における祠党金の寄進者数は6 6 8人、

祠岱：金の受納額（安政4年〔18 57〕～）妥応3 年〔18 6 7〕）

は18 3両1分 2朱40疋である。
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1 -3. 明治時代初期の相那帳より

この史科の詳細は、 拙彩「近世立山信仰の展IJH』

(7 1頁~129頁）を参照していただきたい。 以下、 こ

の史科に記載された村名と各村の信者数と宿数をあ

げておく。

尾張国春日井郡の 田幡村( 6 人）、 東志質村(17

人・宿1粁）、 西志賀村(22人 ・ 宿l粁）、 下飯田村

(23人・宿l軒）、 上飯田村(40人）、 山田村(19人）、

幸心村(23人）、 金屋坊村(3 0人）、 大永寺村(16人）、

川村(21人 ・ 宿1 1I牙）、 大森垣外村(13人）、 牛牧村

( 9 人）、 小幡村(3 6人 ・ 宿2粁）、 守山村(58人）、

上野村(3 9人 ・ 宿1軒）、 猪子石原村(53人）、 井田

村(4人）、 瀬戸川村(5人）、 狩宿村( 6 人）、 瀬戸

村(74人）、 下赤津村(11人）、 上赤蔀村(43人）、 下

品野村(24人）、 上水野村(19人）、 中水野村(16人・

宿2軒）、 下水野村(15人・宿l!I牙）、 沓掛村(13人

の宿l軒）、 下半田川村(19人）。 尾張国中島郡の矢

合村(218人・宿1軒）、 法花寺村(16人・宿l!I叶）、

馬場村(5人）、 平村( 7 人）、 船柏村(22人・栢l

軒）、 千代村(10人）、 大塚村門前(25人・宿l斬）、

稲葉宿(27人）、 南高井村( 8 人）、 子生和村(3 8人・

宿u叶）、 下赤池村( 1人）。 尾張国丹羽郡の犬山出

米町(10人・1社1斬）、 丹羽村(25人・宿l軒）、 狡

海追村(40人・宿1 11汗）、 下奈良村(3 3人・宿2 11汗）、

熊代 村(10人）、-�,j野村(24人・宿l軒）、 山王村

( 3 人）。 尾張国葉栗郡の西悔戸村(3 1人・宿2軒）、

江森村(11人）、 尾 1刈村( 3 人）、 小日比野村(15人）、

島村(20人 ・ 宿1'I肝）、 高田村( 2人）、 大毛村( 1

人）、 杉山村(18人・宿l斬）、 光明寺村(46人・宿

l軒）、 北方狐塚村(47人 ・ 宿1軒）、 後飛保村(6 5

人 ・ 宿l!I牙）、 鹿子島村( 3 人）。 美談国葉栗郡の笠

松村(10人・宿1軒）、 笠松村宮田村本江(4人）。

美誤固土岐郡の下市ノ介村( 9 人）、上市ノ介村(35

人）、 笠原村(6 1人 ・宿l軒）、 滝呂村(29人）、 脇嶋

村(16人）。 美涙国可児郡の池田宿(12人・宿l軒）、

北 村( 8 人）、 錦織 村(20人・宿1軒）、 油皆渡村
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(14人 ・ 宿 1軒 ）。 美涙国加茂郡の和知村(79人 ・ 宿

3軒）、 黒瀬湊(29人）、 細目村(3人）、 久田見 村

(3人）、 芦渡 村(3 7人・宿l軒）。 美涙国安八郡の西

割田村( 1人）。 美談国匝見郡の玉井 村( 1人）。 そ

の他、 名古屋東在•西在（柏那談には「東在」・「西

在」の項目のみが記載されている）。 以上、名古屋東

在• 西在のも団那場を除いた分として、 配札村数 は77

村、 信者 数 1829人、 宿数38軒である。

1 -4. 立山曼荼羅「坂木家本」（福泉坊旧所蔵

本）の軸裏の銘文より

この史料の詳細は、 拙著「近世立山信仰の展開」

(95頁~102頁） を参照していただきたい。 以下、 こ

の史料の軸裏銘文に見 られる村名をあげておく。

愛知県葉栗郡の西海戸村、 杉山村、 愛知県中 島郡

の稲葉駅、 大塚村、下赤池村、 ー宮、 矢合村、 愛知

県西春日井郡の山田村、 愛知県東春日井郡の小幡村、

愛知県名古屋区の替地町、小鳥町、小田原町、和泉

町、 大船町、中市楊、古渡町、 蛭子町、 矢場町、 門

前町、 広小路、 岐阜県羽栗郡の笠松本町。

1 -5. 明治18年(1885)の「尾張国名古屋祈祷

配札□ ( 1字摩滅）」より

この史科の詳細は、 拙著「近世立山信仰の展開』

(8 0頁~9 0頁）を参照していただきたい。 以下、この

史料に記載された名古屋市区の柏那場 の主な町名を

あげておく。

和泉町、 長島町、 伏見町、 桑名町、 正万寺町、 南

園町、 長者町、 本町、 呉服町、 鍛冶屋町、 蒲焼町、

中市場、 鍋屋町、 沿水町、 広小路、住吉町、 花園町、

八百屋町、 南桑名町、 材木町、 木挽町、 塩町、 大船

町、 広井町、 替地出来町、 沢井町、小島町、 祢宜町、

押切 、 新道町、上宿江川町、上宿御手木町、 門前町、

日四東出町、 日骰旅龍町、 茶屋町、 橘町裏、 裏門前

町、 飴屋町、古渡、 大 須、本重町、 矢場三輪町、中

ノ町、 相生町、 橘町、 長島町、中瀬古町、 登町、 田

中町、 蔵之前町、中瀬町、 茶屋町、 太子町、 須質町、

大瀬古町、中瀬町、 高御堂 、 田島町、市場町、 神戸、

旗屋町、 木之免町。

2. 芦耕寺大仙坊の棺那帳や奉加帳にみる尾張国・美濃国の棲那場

2 -1. 布橋灌頂会勧進記（断簡）より

芦耕寺 大仙坊の襖の 裏貼りに使用されていた大紐

の反故紙のな かに、 同坊の布橋罹頂会勧進記や御祈

祷柏那帳、 さ らには饂．椋像（芦絣寺 の 饂堂に安置す

るための祢体と考えられる） の寄進に関する文苫な

どが含まれていた。 いずれも断簡の状態であったが、

それらを整理・ 分類し、 内容を検討していくと 、 江

戸時代に大仙坊の板那楊だった東海地方の 村々があ

る程度判明した。

布橋泄頂会勧進記は少な くと も以下の5点が含ま

れている。 いずれも勧進 文言の部分が版本 の体裁を

と るものである。

① 箆政7年(1795)「立山御姻咄布橋施主帳 立山

別当大仙坊」（本 文中に今市場 村の記載が見られる）

② 天保13年(1842)「立山御謳粒別当奉加脹 執行

大仙坊現住由道 須佐村」

③ 天保13年(1842)「立山御娼祢別当奉加板 執行

大仙坊現住由道 古布村 二冊之内壱」（表紙のみc

④と2冊セット）

④ 天保13年(1842)「立山御娼．椋別当奉加帳 執行

大仙坊現住由道 古布村 二冊之内弐」（表紙のみc

③と2冊セット）

⑤ 天保13年(1842)「立山御娼椋別当奉加帳 執行

大仙坊現住由道 切山村」

以上の5点から 、江戸時代後期、 大仙坊は尾張国

丹羽郡今市場 村や同国知多郡須佐村 ・古布村・切山
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村を桁那場としていたことがわかる。

2-2. 娼尊像の寄進文害（断商）より

大仙坊の襖の裏貼りに使用されていた大批の反故

紙のなかには、 芦隙寺娼堂の饂椋像の寄進に関する、

以下の断簡文杏（史科1)が含まれていた。 この文

杏には、 寄進を受けた側の芦絣寺宿坊家の名前など

は記されていないが、 前掲の大仙坊の布柏泄頂会勧

進記に柏那場村として記されている尾張国知多郡の

古布村、 須佐村をはじめ河和村、 師崎村などの村名

や信者名が見られ、 おそらくは大仙坊の文杏と考え

られる。

（史科1)

ー、 島目 拾疋

奉造立御娼祢一鉢

為先祖代々父低家門等一切聖霊菩提

願主 尾州知多郡但馬庄古布邑

源光院通山宗叙居士

須田嘉吉広方

猶八 志

ー、 島目 拾疋 先祖聖盆 河和村 定助妻

ー 、 島目 拾疋 師崎村 泊八

ー、 島目 拾疋 代先祖志 須佐村 伝兵衛

ー、 島目 三疋 茂左衛門

（以下欠損）

2-3. 江戸時代後期の栢那帳（断商文害）より

大仙坊の襖の裏貼りに用いられていた大批の反故

紙のなかには、「御祈祷柏那帳 立山芦絣寺大仙坊」

と題する桁那帳が断簡の状態で含まれていた。 表題

の部分は一紙の断簡で残っており、 表題の裏面には

以下とおり、 配札品の柏那帳への記載凡例が記され

ていた。

〇印ハ元ゆへ也。 ーわ、 或二わ、 或三わ。

ノはり也。 壱枚づつくばる。
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扇子也。 かきてある也。

はしもかきてある也。

ー△印ハくすりの壱ぶん也。

L印ハくすりの半ぶん也。

右之通り心得可被候。

かけ引ある内ハ名前5何fr-応所二かけ与杏ある。

さて、 この柁那板を整理していくと、 大仙坊の椋

那楊として以下の村々や信者が見られた。

尾張国春日井郡の小木村、 三潤村、 舟津村、 尾張

国丹羽郡の＇沿本村（宿元：浅右衛門、 猶右衛門、 弥

吉、為吉、友八、庄屋）、尾張国愛知郡の八事山の内・

天道山高照寺（臨済宗）、 中根村（作右衛門）、 尾張

国知多郡の落合村、 大脇村（宿元：藤九郎、 宿元：

新七、 徳助、 源助、 おゆた、 又蔵、 曹源寺〔曹洞宗〕、

善三郎、 伝之右衛門〔惣兵衛〕、 源三郎、 作右衛門、

泊右衛門、 彦蔵、 長治郎、 吉兵衛、 惣四郎、 松右衛

門、 東光房、 林平、 庄屋衆、 ※「メ十九軒大札。 元

旦那衆なり。 文化三丙寅年5村中へ配札叶候而、

永々大牛玉・小札・ はし一ぜん相配ル。 ー、 天保六

乙未六月入来、 善三郎」の記載あり）、 北尾村（宿

元：新左衛門、 滋右衛門、 庄右衛門、 七左衛門、 苦

右衛門、 治右衛門、 彦七、 甚六、 嘉七〔世話人〕、 弥

八、極楽寺〔浄土宗〕、四聖寺〔曹洞宗〕、巫左衛門、次

兵衛、 新兵衛、 善蔵、 七蔵〔世話人〕、 宇八、 庄右衛

門、 文右衛門、 周右衛門、 お七、 甚四郎、 新平、 苦

三郎、 甚右衛門、 その他多数）、 近崎村（宿：苦左衛

門）、 北尾新田村（宿元：浅左衛門、 浅左衛門新屋・

市兵衛、 喜之右衛門、 源右衛門、 浅七、 乙七）、 藤江

村（天保6年）、 石浜村（平助〔天保7年春〕、 孫作

〔天保8年春〕、 惣助、 庄右衛門（天保9年春〕、 甚兵

衛〔天保10年春〕、 吉三郎、 庄八、 忠三郎（文政11年

冬〕、 文右衛門、 徳兵筋、 彦四郎〔天保14年9月〕、

文六、 善六〔天保3年冬〕、 市助、 泊六〔文政12年

冬〕、 又右衛門〔天保14年冬〕、 三治郎〔天保元年冬〕、

藤三郎〔天保 2 年冬〕、 安右衛門、 岩右衛門、 太助
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（弘化3年春宿〕、 市郎右衛門。 ※〔〕 内は宿泊家の

担当年と考えられる）、 生路村 （宿元：常照庵、 宿

元：孫九郎〔天保 5 年断〕〔 5 〕、 :;1-左衛門〔 6 〕、 苦

左衛門〔 2 〕、 徳右衛門〔 9 〕、 弥右衛門 (3 〕、 吉右

衛門〔4〕、 久右衛門〔7〕、 新三郎〔8〕、 吉兵衛

〔10〕、 膳吉〔11〕、 甚三郎〔12〕、 利助〔13〕、 伝右衛

門〔14〕、仁右衛門〔15〕、 儀平、 佐治郎、 忠治郎、

:Lぐ三郎、 文右衛門、 甚右衛門、 惣吉、 七右衛門、 又

三郎、 仁兵衛、 藤右術 門。 ※（〕 内の数字は配札順

を示すものと考えられる。 ※「宿之義廻り候問前年

fr-頼i筏也」の記載あり）、 松原村（仲右衛門）、 板山

の内大湯（与左衛門、 藤左衛門、 久左衛門、 太郎作、

又左衛門、 又右衛門、 安蔵、 又吉、 忠蔵）、 北板山

（儀右衛門、 長八、 太蔵、 丈助、 惣五郎、 治右衛門）、

彦州〔彦沌か？〕（仙蔵、 要吉、 杢左衛門、 兵七、 孫

右衛門、 市右衛門）、 切山村（宿元：斉膝佐左衛門、

忠兵衛、 半右衛門、 作右衛門、 必左衛門、 重左衛門、

藤左府'r門、 栄寿寺、 仁左衛門、 六兵衛、 吉左衛門、

源左衛門、 伝右衛門、 兵左衛門）、 浦戸村（宿：佐吉、

佐七、太助、藤吉、庄蔵、苦吉、佐助、嘉吉、弥吉、新

助、 庄左衛門、 兵吉、 佐左衛門、 新蔵）、 岩屋寺村

（助右衛門、長左衛門、伝右衛門、伝治郎〔天保 4 年〕、

宇左衛門、 佐五右衛門、 滋兵衛、 太兵衛、 半兵衛

〔天保13年〕、 滋左術門、 惣左衛門、惣兵衛、 七郎治）、

久村の内小野（宿：市之右衛門、 七郎右衛門、 惣右

衛門、 茂右衛門、 治左衛門、 又左衛門、 伝十郎、 伝

右衛門、 七右衛門、 権右衛門、7\1;.左衛門、 孫左衛門、

市左衛門、 利兵衛、 九郎右衛門、 新右衛門、 新四郎、

仁左衛門、 吉兵衛）、大泊村（庄兵術〔天保13年より

庄屋〕、伝七、久右衛門〔天保 8 年～同11年まで庄屋〕、

宿元：平九郎、 次郎助、 宿 ：勘右衛門〔天保12年～

弘化元年まで庄屋〕、寺、市兵術〔天保 7 年より庄屋〕。

※「メ右村中御燐j恨・小札・はし一ぜん」「四奸大

札」の記載あり）、久村の内西村（佐左衛門、新之右

衛門、三之右衛門、小左衛門、 沈江寺〔
・

,,
11

,.- 洞宗〕、 久

右衛門、 八右術門、 半助、孫兵衛、 彦右衛門）、 三河

国八名郡の怨山村（政吉、庄治郎）、三河国渥美郡の

大津村（宿：中村善助）、 田原町（鈴木庄左衛門、 鈴

木良助、 鈴木甚十）、 白谷村（宿：儀右衛門、 長兵衛、

弥治右衛門）、 高松村（六之助）、 保美村（庄兵）、小

塩津村（宿元：中村文兵、惣左衛門、兵四郎、伝吉、金

右衛門、 巫三郎、平四郎、 伝太郎 、 以下欠拍）、中山

村（宿元：天野安兵衛、 嶋泥弐右衛門、 又、 長谷川

言左衛門、 久八、 徳兵衛、仁右衛門）、三河国恕海郡

の池鯉鮒駅（了迎寺〔浄土宗〕）、 池鯉鮒在一ツ木村

(? 廿左術門（天保 6 年 6 月入来〕）。

2-4. 明治時代の柏那帳より

この柏那板は現在、 芦耕寺 ー 山会の所蔵であるが、

もとは芦絣寺大仙坊によって使用されていた。 昭和

43年 (1968) 春、 大仙坊の宮司• 佐伯幸長氏は、 こ

の柏那板の表紙が散逸し本体も断筒の状態で残って

いたので、 それを収狛・整理・補修して現在に至っ

ている。 補修の際、 佐伯氏により、 新たに「大仙坊

柏家供投帳」の表紙がつけられた。 形態は袋綴の冊

子で、寸法は縦30. 8cm x 横22.5cmである。 成立時期

については地名表記などから明治時代中期から同時

代後期と推測される。 この杭那板の内容は第 2 表に

示すとおりである。 この板那販における信者数は

146 人、 受納領は235円である。

3. 芦耕寺日光坊の棺那帳や奉加帳にみる尾張国・美浪国の棺那場

3 -1. 日光坊所蔵の疫長9年 (1604) の柏那場

に関する断商文書より

芦餅寺の宿坊家のなかで、 史料的に蚊も古＜から

尾張国との関係が認められるのは芦餅寺日光坊であ

る。 同坊所蔵の炭長 9 年 (1604) の断筒文：占： SI から、

当時既に芦隙寺衆徒の日光坊や与十郎は尾張国や三
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河国、美涙国にその規模は不明だが柏那場を形成・

保有していたことが確認できる。

同文杏 に記戟された村名 のうち判読可能なものを

杏 き あげる と 、 尾張国では大佐と村 （大里村、 尾張

国知多郡、現在は東海市）、者年村（羽根村、尾張国

知多郡、現在は知多市）、飛な可村（日長村、尾張国

知多郡、現在は知多市）、おうの村（大野村、尾張国

知多郡、現在は常滑市）、口(1字欠拍）志や村（鍛

冶屋村か？、尾張国知多郡、現在は知多市 ）、とこな

免四村（常滑4村、 尾張国知多郡、 現在は常沿市）、

あ の村（阿野村、尾張国知多郡、現在は常沿市）、き

すし七村（根豆志7村、 尾張国知多郡、 現在は常滑

市）、むき村（椋原村か？尾張国知多郡、現在は阿久

比町）などの村名が見られる。 三河国では、つき村

（月村、三河国設楽郡、現在は束栄町）、ち い ら村（知

立村）、い も河村（所在不明）などの村名が見られる。

美涙国ではせ気村 （関村、美涙国武儀郡、 現在は1月

市）、いくし村（生櫛村、美涙国武儀郡、現在は美涙

市）、可さ可ミ村（笠神村、美涙国武儀郡、現在は美

涙市）などの村名が見られる。

3-2. 文化15年 (1818) の「中蝙郡柏那帳」より

日光坊所蔵の 尾張国中島郡の柏那場を対象とする 、

文化15 年 (1818) の松那帳である。 表題に「中嶋郡柏

那板 文化十五年弥生初四 日 立山日光坊（印）」と

あり、形態は横板で、寸法は17. 3cm x 12. 5cm である。

この柏那板の具体的な内容は第 3 表を参照してい

ただきたい。 この柏那板における信者数は165人、

宿家は24�牙、 大札は78枚、牛玉札は42枚、守は8本、

箸は70胞、針は60本、菜 5 (単位不明）、立山御供53

本である。

3-3. 江戸時代の栢那帳（横帳）より

日光坊の松那帳の写し である。 ペ ンで杏写されて

おり、同坊の関係者の誰かによって作成されたと推

測される。 表紙は散逸しているが、 その 内容から、
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主 に尾張国中島郡の松那場を対象とした桁那帳であ

ることがわかる。 前掲の 文化15 年 (1818) 「中島郡桁

那帳」と は、完全とまではいえないが、桁那場 の村々

や信者名 、掲載順など、合致する部分もき わめて多

ぃ。 本文中の 2 箇所に明治12 年 (1879) 7 月の記載

が見られ 、この杭那帳の原本は江戸時代後期から明

治時代中期頃までは使用されていたと推測される。

杏写本の形態は横板で、寸法は12. 2cm x . 18. 3cm で

ある。 以下、この板那板に記載された主な村名を あ

げておく。

尾張国中島郡の西市場村、 大塚村、 島村、石橋村、

梅須質村、北 島村、 生出村、 横野村、片原 一色村、

築込村、萩原村、東宮重村、串作村、 二子村、高松

村、滝村、戸苅村、朝宮村、板危村、蓮池村、西荻

原村、吉藤村、東 阿古井村、 玉野村、祐久村、山崎

村、 中牧村、下二俣村、甲新田村、四四村、 中丸淵

村、下祖父江村、 丸潤村、法立村、務尾村、姿振村、

須賀谷村、南方荒神村、 尾張国海東郡の津島村、尾

張国春日井郡の鍋屋上野村、小牧村横 内、 尾張国丹

羽郡の 河北村、 江森村、下般若村、斉藤村、南山名

村、美涙国中島郡の長岡村、美涙国不破郡の 牧野村。

3-4. 江戸時代の柏那帳（長帳）より

日光坊の桁那帳の写し である。 ペ ンで苫写されて

おり、同坊の関係者の誰かによって作成されたと推

測される。 表紙は見られないが、 その 内容から、 主

に尾張国知多郡の松那場を対象とした江戸時代後期

の松那帳である と推測される。 この 杏写本の形態は

横帳で、寸法は13. 2cm x 35. 0cm である。 同帳の具体

的な内容は第4表を参照していただきたい。 ちなみ

に、この柏那帳における信者数は391人、宿数は15軒、

庄屋は10人、組頭は2人、寺社は5粁、 大牛玉札は

358枚、守は23本、設庶札は35枚、木札は7 枚、大札

は1 枚、血盆経 8本、薬は9 (単位不明）、針は29本、

箸は33脳、扇は8本、紙は8 状である。
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3-5. 立山曼荼羅「坪井家 A 本」の軸姦の墨否

銘文より

この史科の詳細は、拙著『立山信仰と立山曼荼羅」

(89頁~114頁） を参照していただきたい。 以下、 こ

の史科の軸裏銘文に見られる村名をあげておく。

尾張国知多郡の岡田村、 大野村、多屋村、 常滑町、

愁見村、 武数港、 古場、 鍛冶屋村、 犬山新田、 名和

村、 尾張国海東郡の堀之内村、 砂子村。

3-6. 弘化 3年 (1846) の「立山御娼蓉別当奉

加勧進記」より

この史科の詳細は、 拙著「立山信仰と布栢大泄頂

法会」 (196頁~229頁）を参照していただきたい。 以

下、 この史科に記載された村名 と各村の寄進者数及

び寄進金額をあげておく。

尾張国愛知郡の名古屋 (1 人 ・1000文）、 尾張国知

多郡の阿野村 (25人 ・ 1 団体. 6 両 2 分1633文）、 熊

野村 (15人 ・ 1 団体 ・ 1 両 2 分 l 朱100文）、古場村 (35

人 ・ 1 団体・ 3 両 2 分514文）、 柏原村 (46人 ・ 1 団

体 ・ 4 両 l 朱2434文）、 苅谷村 (83人 ・ 1 団体・ 4 両

2 分 1 朱）、 広目村 (23人 ・ 1 団体. 2 両1061文）、

小鈴谷村 (5 人・ 1 団体 ·2 両 1 分 2 朱31 82文）、 坂

井村 (2 人 ・ 1 両 2 朱）、 大谷村 (13人. 2 団体. 4 

両212文）、 常滑奥条村 (17人・ 2 団体・ 1 両 1 分 2

朱1229文）、多屋浦方 (21人 ・ 4 両 2 朱1163文）、 東

大高村 (1 人 ・ 御硲1張）、 市原村 (1 人）、 大足村

(2 人 ・ 1500文）、 窃費村市場 (86人 ・ 1 団体. 5 両

1 分と布団 2 枚）、 上野問村 (1 人 ·2000文）、 北奥

田村 (1 人・ 1400文）、 柿並村 (1 人. 2 分）、 内扇

村 ( 8 人. 2 分 2 朱）、 一色村 (3 人・ 3000文）、 加

質国の金沢 (1 人・1000文）、 越後国の新潟 (2 人 ・

1000文）。 以上、 信者数は393人、 12団体、 受納額は

46両 2 分 1 朱142 8文 ・ 布団 2 枚 ・ 硲1 張（白布250. 5 

反を含む） である。

3-7. 元治 2 年 (1865) の「芦耕寺日光坊再建

奉加帳」より

芦餅寺宮之坊は、 安政 2 年 (1 855) 3 月 13日の夜

四ツ半時に火災を起こし、 その際、 芦絣寺村内の実

相坊 ・ 泉蔵坊・教蔵坊・日光坊・ 一相坊などが類焼

した囚

日光坊所蔵のこの奉加帳には表題は見られな いが、

巻頭に記された下記の勧進文言から、 火災 で類焼し

た日光坊の本堂の再建に関わ る奉加帳であることが

わかる。 形態は冊子である。 その具体的な 内容は第

5 表を参照していただきたい。 この奉加帳における

寄進者数は556人、 講中は25 団体、 受納額は156両 1

分250疋500文である。

【巻頭の勧進文言］

夫本院造立は、 四梵福の其ーにて、 ／生天の功徳二

世諸願悉知 の根本也。 ／是故に十二頭陀経いわく、

無砒の功徳笞／由是生、 亦増 一阿含経いわく、 古寺

修補、則／大梵天守設其人無益の福を輿ひ給J (1 丁

目表）故に梵福と名く。 子翠去ル卯年拙坊／配札留

守中二、 弥生十三日夜戌刻、 大風／盛の被中に近寺

之出火、 火急の事故に／本胞位牌霊節取出のみにて、

其余／本（以下、 部分欠拍） 無残艇暫時二灰塵とJ

(1 丁目裏） なり、磋は悲哉、 本粉．安四する所なく／

候に芽屋をしツらい、 斬は限難を／凌といへとも、

風雨烈＜立入、 本葬ヲ奉始／諸店の供物等時々／艇垢

に稔し／奉累:;,J_;:冥硲誠に恐あり。殊にJ (2 丁目表）

神器法倶ともに焼亡によって、 自然と／御供脊に怠

り殆崇敬粗略になり、 ／冥罰の恐怖弥増、 依て身を

拠骨を／削共、 以前に替らず。 柱礎全の再建仕／何

卒法器を使ひ朝硲仏神供1逢の』(2丁目裏）勤行廻向

等、 連続の意願昼夜に／不止無砿の辛苦に心を砕く

といへとも、 元／より良財 なく初之草法を儲けて、

永／代大設庶講を企、 諸人の懇志を/ii'.J、 以て半貨

は加買大守公の(3丁目表）寺社奉行所に差上、 其

利金を以て／談庶修行仕、 其半財を以一宇再建／仕
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度心願を発起して梵天の守護を／祈求、 千翠抑設朕

供は、 毘尉遮那／佛と阿弥陀佛と両妹の如来をはし

め、j (3丁目裏） 金胎両部・ 明王 ・ 諸天の秘密奥蔵

の／法文にて、 設［咲修法の時にハ、 必ず金硼／部の

聖将設法の至て、 i者、の苦神其／道場に降臨ましま

して、 行者を加持し玉ふ。 ／かかるゆへに、 百由旬

の内をして、 悪版を退散し、J (4丁目表）諸、の不

吉の裂なく、ii�J°i争の虚地となり、 ／あらゆる大地微

瓶数の雖けらをして、 ／安稔をいせしめ玉ふ。 況や

法筵に辿り、 ／合掌陀礼する衆生は、 悪1総の防凝／

なく、悪病も立庭に平癒し、怨敵の災J(4丁目哀）な

く、 火難水難の恐怖を除き、 現世の／意顔速に成就

するの法文なり。 亦復五／穀成就家内安全にハ此法

にすぎたるハなし。 /�五に、 設L咲の煙は百低無絨の

功徳／崇にして、 天上界に立上りてハ五色のI袋裳

と』(5丁目表）変じ、 其中に七宝の楼1視を現じ、 或

は／化して、 百宝の蓮華を涌出ず。 その蓮／盗に厳

身妙相の成遮那仏現し／玉ふて、 般若微妙の法を宜

説し給ふ。 その／威相の光明は、 百千の日月照すが

如く、 展J (5丁目哀）轄として十方浄土を赫突し、

あまね＜／行者を滸歎し、 施主を設持し、 結縁の／

衆生を廻向し玉ふ。 ア、粉．哉、 梵音和雅の／御声高

く、 広大甚辿の廻向にあツ／かる・・：J1:、 皆是設庶の功

徳にあらずや。 或はj(6丁目表） 一 道の煙、 地拭に

いたりてハ、 あらゆる地獄の／罪人も苦痛をまぬが

るるに、 設序の／功徳は、 萬法の中にj•jjく現世の利

益無／辺なり。 復後世菩提の追福には、 無：：］の／功

徳あり。 しかれとも、 秘密泣上乗の法な」(6丁目

哀） れば、 口(1字難読） に演がたし。 是故に殺に

溺水の／一滴をも記しがたし。 かヽる大苦功徳披／

P.� 無上の法なりと云云。 妥に越中国立山ハ、 本朝無

嬰の虚山にて、 仏神常に／彩向し玉ふ。 故に汚稔ふ

浄の人、禅定を』(7丁目表）許左須。 悪業深重の人、

登山叶わず。 是／則ち仏神狛会し給ふの故なり。 此

虚山／道場にして、 往昔開祖の粉祖をはしめ／代々

の毀哲等設庶修行をなし玉ふ時／には、 諸仏の来迎
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その坑上に降臨し玉ふ』(7丁目裏）此故に家索より、

永代護朕修行の／心願ありといへとも、 除財なくし

て、 徒に光陰ヲ／送る。 此度本堂再建につき大願を

起（欠損） ／仰額は、 十方の逸男善女伝心発起の／

浄罪を梨施し玉ハゞ、 其志に随而、 御名前」(8丁目

表）戒名をしるして、 御家迎長久息災安全の／御祈

祷怠なく、 永代修行侍流事なり。 ／されハ万代ふ易

の祈祷先祖累世の追善／現当二世子孫槃栄の祈求何

事か足／如ん。 我亦脱＜十方の柏信を勁て、 一宇

をj(8丁目哀） 再建は大善施主と倶に大梵天王の守

設／を得て、 速に大願成就を願のみ。 ／元治二丑歳

越中立山日光坊（印）

十方伝心之施主（印）

3-8. 大正時代の栢那帳より

この板那帳の詳細は、拙老「近世立山信仰の展lifJJ

(10 2頁 ~111頁）で取り上げており、同落では明治時

代の成立と位骰づけている。 しかし、 泣近その内容

を再検討すると、 本文中に「大正二年参詣」の文字

注記が見られ、 大正時代の頃のものと推測される。

以下、 この史科に記載された村名と各村の信者 数と

宿数をあげておく。

尾張国愛知郡の牧野(1人）、 烏森村(20人・宿2

軒）、 万町(5人）、 八田村(4人）、 則武(14人）、

上中村(2人）、 栄村(9 人）、 南押切村(1人）、 荒

子村(6人・宿l軒）、 中島新田(10人・宿1軒）、

中郷村(14人•宿2軒）、 熱田新田 27~28番(19人・

宿1軒）、 古山新田(3人）、 甚兵衛後新田(4人・

宿1軒）、 然田新田西組(3人）、 船入町(2人）、 然

田町節屋町(2人・宿1軒）、 須質町(3人）、 伝馬

町門(1人・宿l l肝）、 伝馬町(1人）、 熱田西町 25

番地(1人・1者1軒）、 愛知町大字日置字石ヶ坪32番

地(1人・宿1! 肝）、 巡1月口27番地（迫問町、 1人）、

梅川町 8番地(1人）、 桑名町(2人）、 大須門より

束1丁目南側(1人）。 尾張国海来郡の茶屋新田小賀

須(17人 ・ 宿l軒）、 藤高新田(4人）、 七反野(5
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人）、 春田( 1人）、 西福田村(18人）、 茶屋後新田

(24人・宿1軒）、 小川新田天目(2人）、 藤高新田

( 4 人）、 徴江新田( 4 人）、 大野村(2人 ・ 宿1軒）、

新家村(9 人・宿1軒）、 秋竹村(6人・宿l軒）、

桂村( 1人）、 三本木村( 3 人）、 堀ノ内村( 7人・

宿l軒）、 馬島村(13人）、 東条村(14人）、 北間島村

(5人 ・ 宿1軒）、 六石新田( 1人）、 砂子村(2人）、

千音寺(5人）、 伏屋村(15人）、 甚目寺町(25人・

宿1軒）、 士田村(5人）、 花正村( 3 人）、 尾張国海

西郡の竹田新田( 4 人・宿l軒）、 亀ヶ池新田( 1

人 ・宿1軒）、 四郎兵衛( 1人）、 東蜆村( 3 人）、 孫

宝( 1人）、 神戸新田(16人・宿1 軒）、 末広新田

(2人）、 大宝新田(9 人 ・ 宿l軒）、 飛島新田(17

人）、 坂中地村(14人・宿1軒）。 尾張国知多郡の上

野村字犬山新田(23人・宿1軒）、 大高町( 3 人 ・宿

1軒）、 大里村(2人）、 八幡村字佐布里村(4 8人・

宿l軒）、 岡田町(4 1人・宿2軒）、 鍛冶屋村(5人・

宿1軒）、 日長村字松原(4 3人）、 大野町( 1人）、 多

屋村後(3 0人・宿l軒）、 多屋村浦方(57人）、 常沿

町字北条(52人・宿1軒）、 瀬木(39人・宿l軒）、

山方(35人・宿l軒）、 招見村( 1人）、 熊野村( 1

人・宿1 j肝）、 古場村( 3 人）、 大谷村(3 3人）、 柏原

村(50人・宿l軒）、 武数港字大足(3 1人・宿l軒）、

盆質村(19人）、 市楊( 8 人）、 広目村(12人・宿l

軒）、 矢田村(18人・宿l軒）、 新知村( 1人）、 知多

郡屋敷(6人 ・ 宿l軒）。 伊勢国桑名郡の福塁新田

(13人）。 その他該当国郡不明の、 川原( 7人）、 一番

畑村(12人 ・ 宿l軒）、 出先27番地( 1人）、 町田23

番地( 1人）。 以上、この根那帳にお ける信者数は

99 0人、 宿数は42軒である。

4. その他の宿坊家の植那場

4 -1. 宮之坊の植那場

宮之坊が安政2年(1855) 3月13 日に火災を起こ

したことは前述のとおりである。 それに関する一 連

の文古のなかに「火之元人宮之坊義、 尾張国配札ニ

罷越侯二付」 10) とあり、 当時、 宮之坊が具体的な

村々は不明だが、 尾張国のいずれかの地域に柏那場

を形成し、 廻柏配札活動を行っていたことがわかる。

4-2. 宝龍坊の棺那場

尾張国知多郡緒川村の日高利兵衛家は、 近世中期

頃より栄此として知られ、 庄屋を務めた りもしてい

る。 また金融業も営んでいたようである。 日高利兵

衛家文杏のなかに、 日硲利兵衛ら 4名から芦朗寺宝

部坊に宛てられた 「預り申金子の事」と題する天保

7年(18 36) 10月付けの証文 Ill や、 宝流坊から日高

利兵衛に宛てられた同坊の配札活動に対して協力を

求めた年次未詳の書状がみられ121 、 宝龍坊と日高家

との関係がうかがわれる。

4 ー 3. 泉蔵坊の相那場

尾張国知多郡亀崎村は海沿いの急斜面に染落を形

成する漁村であり、 港町の様相を示している13) 。 同

村の梶川権左衛門家は、 今はなくなっているが、 か

つては魚問屋を続けた名家であった しI) 。 同家には、

芦絣寺泉蔵坊と関わる古文杏として「百万辿数珠寄

進状」（文久4年〔186心4月15日）（梶川家文苫、

半田市立博物館所蔵）、「立山泉蔵坊百万返数珠受取

状」（文久4年〔186心4月15日）（梶川家文苫、 半

田市立栂物館所蔵）や「立山泉蔵坊香炉台受取状」

（明治2年〔1869〕訟月）（梶川家文：苫、 半田市立栂

物館所蔵）、さらには泉蔵坊が頒布した設符「立山宮

五穀成就守設所 芦絣寺泉蔵坊」（梶川家文杏、 半田

市立栂物館所蔵） などが残されており、 泉蔵坊と梶

川家との師柏関係がうかがわれる。

半田市立栂物館が所蔵する半田市乙川邸良町の松

本家の文杏群のなかに、 泉蔵坊の文政 3年(1820 )

「立山御娼粒別当奉加帳」（松本家文古、 半田市立t感
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物館所蔵）がみられることなどから、 おそらく泉蔵

坊は当時、 この半田村の辺りに桁那場を形成し活動

していたものと思われる。

半田市立栂物館が所蔵する半田の田中酒造家（近

世から続く。 天保6年(1835〕に開業し「前正」「白

楽天」の銘柄で知られていたが、 平成13年3月30日

で廃業した。 半田市南本町2丁目）の査科のなかに、

大正13年(1924) 8月 11日付けの文杏で、 立山泉蔵

隙（芦餅寺泉蔵坊のこと）が、 知多郡半田村の田中

消八に宛てた、 打敷料5円の寄進に対する感謝状が

みられ夙泉蔵坊の半田村の辺りでの桁那場形成と

廻棺配札活動はこの頃も続いていたことがわかる。

5. 芦耕寺宿坊家の尾張国における桓那場形成状況

本松の第1章から第 4章で指摘した各宿坊家の柏

那場の村々を地図上に示して第l図を作成した。 そ

の際、 デー タの基となる桁那帳の成立年代や各村の

信者数は一切考胞せず、 柏那場村の分布だけを江戸

時代後期から大正時代までの延の実態として提示し

た。 なお、「▲」印は福泉坊の根那場村を示している。

「■」印は大仙坊の柏那場村を示している。「●」印

は日光坊の椋那場村を示しているo「.....」印は宝泥坊

の柏那楊村を示している。「◆」印は泉蔵坊の柁那場

村を示している。

以下、 各宿坊家の尾張国における板那場形成状況

を指摘しておきたい。

福泉坊については、 名古屋城下以南に柁那場は形

成されておらず、 現在地名で示すと、 名古屋市の北

区・守山区・尾張旭市・瀬戸市、 ー宮市の北部や江

南市の北部、 岐阜県多治見市、 八百津町などの地域

に柏那場がみられる。 概括的にみると尾張国の中心

部と北西部、 北東部に柏那場が形成されているとい

た状況である。

大仙坊については、 ー宮市、 稲沢市、 岩倉市、 小

牧市、 津島市、 天白区、 大府市、 東浦町、 半田市、

武戯町、 美浜町、 南知多町などの地域に桁那場がみ

られる。 概括的にみると名古屋市や尾張国の北部、

さらに特に知多半島では知多萄岸に沿って、 半島の
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先端まで粗那場が形成されているといった状況であ

る。

日光坊については、 名古屋市の稲沢市西部、 ー宮

市南部、 江南市、 扶桑町、 中区、 中村区、 西区、 中

川区、 熱田区、 南区、 天白区、 港区、 七宝町、 大治

町、 猥江町、 飛島村、 弥臼市などに日光坊の柏那場

村がみられる。 また、 東海市、 知多市、 常滑市、 美

浜町の伊努湾側に日光坊の柏那場村がみられる。 こ

の他、 武盟町にも日光坊の柏那場村がみられる。 概

括的にみると、 尾張国の西部から南部、 また特に知

多半島では武戯町は例外であるが、 伊勢湾岸に沿っ

て板那場が形成されているといた状況である。。

宝流坊については東浦町にl軒の松家がみられる。

泉蔵坊については半田市に2軒のお稼家がみられる。

ところで、 各宿坊家の柏那場は近接して形成され

ている地域もあるが、 松那場村が村単位で重なるこ

とはなかったようである。 やはり宿坊家ごとの縄張

りが徹底されていたようである。

尾張国では、 疫長期に尾張国や美浪国、 三河国で

の椀那場形成が確認できる日光坊が、 やはり他の福

泉坊や大仙坊などの宿坊家よりも早く松那場を開拓

していたと考えられ、 他の宿坊家は、 日光坊の桁那

場を避けるように、 自坊の柏那場を開拓しているよ

うに思われる。
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6. 芦耕寺宿坊家の尾張国棺那場と三禅定関係史料

6 -1. 三禅定に関する道中記

6 - 1 -1. 知多郡小鈴谷村・盛田家の三禅定道

中記

尾張国知多郡小鈴谷村の盛田家は、 江戸時代を通

じて、代々同村の庄屋をつとめてきた家で、代々「久

左衛門」を名乗っている。 家業として、 江戸時代の

なかばより酒・味贈·醤油の醸造を営んできた。 い

わゆる造り酒屋である。

盛田家は前掲の日光坊の弘化 3 年 (1846) 「立山御

娼粉別当奉加勧進記」と元治 2年(1865)「芦絣寺日

光坊再建奉加板」の両帳に、 いずれも寄進者の一人

として、小鈴谷村の「盛田久左衛門」（第5表131番）

の名前で記載されており、 日光坊と師柏関係を結ん

でいたことがわかる。

盛田家には、 盛田久左衛門著・延宝4年(1676)

「三禅定之通」や元禄2年(1689)「窟士・白山両先

逹争論につき杏状(3通）」 など、三禅定に関わる史

料が数点残っているJG)
o 

6 - 1 -2. 知多郡松原村・小島家の三禅定道中

記

知多郡松原村の小島家は代々同村の庄屋をつとめ

た家である。 同家には小島茂兵衛信英箸・明治4年

(1871)「三述場白山立山冨士迫中記」17) が残ってい

る。 この三禅定道中記は明治4年、 当時の小島家当

主・茂兵衛信英が、=j�j:木梶右衛門、 百木忠左衛門、

友田光五郎とともに、 同年 6 月12日から 7 月18日ま

で約36日をかけて三禅定を行った際の記録であるが、

立山山麗では芦隙寺の宿坊で宿泊している。 ただし

この道中記には宿坊名の記戟はない。

ところで、 小島家には、 芦絣寺日光坊に関する古

文：
一

占や設符が残っている。

古文苫には下記のとおり、 日光坊から小嶋茂兵衛

および松原村の立山講中に宛てた初穂の他促状（史

料 1)や皆済状（史科2)がみられる。

（史科1)

此

一金弐両

内弐分弐朱 申十月諮取

壱両 戌二月諮取

引壱分弐朱

右之通リ諮取、 残り壱分弐朱

当容迄二奉納被下様頼入候、 以上。

戌二月四日

立山

日光坊

松原村

庄屋

小船茂兵衛様

講中様方

※裏面に「立山諮取杏付」の記載がある。

（史科2)

筵

一金弐両皆相済。 右ハ悔二；［」＇取申候。

先ハ御同行中様方偏添奉存候。

亥年

正月九日

立山

日光坊

小船茂兵衛様

また、 明治15年(1882)4月15日付けの知多郡日

長村の人々を対象とした立山講社入社証が多数残さ

れている。
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この他、小島家には「立山御娼昨日光坊」や「（種

子：キリ ー ク）立山大宮供諸願成就祈所 芦絣寺日

光坊」、「御祈祷之柏 日光坊」などの設符が束で

残っており、 同家は日光坊が当地で廻柏配札活動を

行う際には、 柏家の中核的な存在としての役割を果

たしていたものと思われる。

本稿第 3 菜 7 節で触れた元治 2 年 (1865) 「芦絣寺

日光坊再建奉加板」には、 明治 4 年 (1871) に三禅

定を行った小島家当主・茂兵衛 （第 5 表222番） をは

じめ、同行の存木梶右衛門（第 5 表229番）と友田仙

右衛門（第 5 表228番）や、 出立の際に見送った茂兵

衛の兄・平八（節 5 表223番） の名前が記載されてい

る。

また本秘第 3 r;:.: 8 節で触れた日光坊の大正時代の

杞那 I版には、 三禅定を行った小島茂兵衛や脊木忠左

衛門、 行木梶右衛門、 友田光五郎、 出立を見送った

小島平八や林弥市の名前が記載されている。

以上の状況から、 日光坊と彼らが師桁関係を結ん

でいた可能性もあろう。

6 - 1 -3. 知多郡佐布里村・伊藤家の三禅定道

中記

知多市歴史民俗栂物館所蔵の知多郡佐布里村「伊

藤家文杏」には、 伊藤藤右術門著・文政10年 (1827)

「三禅定迫中記」、 明治13年 (1880) 「三禅定道中確」

（著者は伊藤徳太郎と推測されている町、 伊藤孝義

落・明治40年 (1907) 「三山道中日記」の 3 冊の三禅

定道中記がみられる。

このうち、 文政10年 (1827) 「三禅定迫中記」は、

当時の伊藤家当主・藤右術門 （生没不明） が同年 6

月 19日から35日をかけて三禅定を行った際の記録で

あるが、立山山麗では芦111ft寺の宮之坊に宿泊してい

る。 宮之坊は江戸時代後期、 尾張国に柏那場を形成

し廻柏配札活動を行っていた。 ただし宮之坊に関す

るまとまった古文書史科は残っておらず、 その具体

的な廻柁配札地域などは不明であるが、 前述の道中
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記が記された文政期頃、 同坊と伊藤家とが師柏関係

を結んでいた可能性もあろう。

これに対して、明治13年 (1880) 「三禅定道中確」と

明治40年 (1907) 「三山道中日記」をみていくと、立

山山菰では芦餅寺の日光坊に宿泊している。 伊藤家

と日光坊の関係については、 本稿第3章7節で触れ

た日光坊の元治 2 年 (1865) 「芦餅寺日光坊再建奉加

帳」 （芦絣寺日光坊所蔵） に伊藤家の当時の当主・藤

右衛門（文政 5 年〔1822〕生まれ叫文政10年〔1827〕

「三禅定迫中記」を記した藤右衛門の息子。 名前を世

淡したもの。 第第 5 表318番）が寄進者のひとりとし

て記載されており、 この頃には伊藤家は日光坊と師

柏関係を結んでいたものと推測される。 また、 本私

第 3 :i';'.i: 8 節で触れた日光坊の大正時代の柁那板には

伊 藤 家 の 当 時 の 当 主・徳太 郎 （文久2年生まれ

〔1862〕 20))が宿家として記戟されており、 前述のと

おり彼が明治13年 (1880) 「三禅定道中確」を記した

ものと推測されている。 さらに、 明治40年 (1907)

「三山道中日記」 を記した伊藤孝義（明治19年〔1886〕

生まれ�ll)は伊藤徳太郎の息子である。

以上見てきたとおり、 江戸時代硲末期から大正時

代までは、 知多郡佐布里村の伊藤家は三代に渡って

芦餅寺日光坊と継続的に師桁関係を結んでいたと推

測される。

ところで、 文政期頃伊藤家と師柏関係を結んでい

たと推測される宮之坊は、 安政 2 年 (1855) 3 月 13

日に火災を起こしており、 その際、 芦絣寺村内の実

相坊・泉蔵坊・教蔵坊・日光坊・一相坊などが類焼

している弐

この火災が原因で、 火元であった宮之坊の家勢が

箸しく衰え、 尾張国での廻橙配札活動が停滞したも

のと推測される。 ー方その時の火災で類焼はしたも

のの再建と廻桁配札活動を行うことができた日光坊

ヵや）、 同じ尾張国を担那場とし、 しかもお互いの桁

那場が近接する宿坊家として、 宮之坊にかわって、

伊藤家を廻柏するようになったとも考えられるので
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ある。

6 - 1 -4. 知多郡長尾村・三井家の三禅定道中

記

知多郡長尾村の三井伝左衛門家2
,0 は、 同村で江戸

時代中期から代々庄屋を務めてきた家系である。 同

家には数万点におよぶ文：苫が伝承されてきたが、 そ

のなかに、 2 冊の三禅定迫中記や芦耕寺大仙坊の護

符:!j)、 大仙坊から三井伝左衛門に宛てられた杏簡26
)

などが含まれている。

2 冊の三禅定道中記のうち、 三井伝左衛門者・享

和元年(18 10)「三禅定迫中筵l販」 右） を見ていくと、

立山山麗で宿泊した宿坊に関する記載はみられない

が、 文化6年(1809)「道中みちゃどのおぼえ」 28) を

見ていくと、 立山山麗では芦耕寺の日光坊に宿泊し

ており、 当時、 三井家が日光坊と師杞関係を結んで

いた可能性も指摘できる。

しかし一方では、 前述の三井家に残る芦餅寺大仙

坊の設符や大仙坊から三井伝左衛門に宛てられた杏

筒（史料1)の内容から、 大仙坊と三井家がある時

期に師板関係を結んでいた可能性も指摘できる。

以下、 杏筒の内容をみておきたい。

（史科 1)

［欠損］念頃預伝言恭奉存候。 弥々其御表質公様始御

家内様、 皆々御揃御堅勝二被遊御座候由、 珍巫之御

儀二奉存候段、 随而拙寺も無展相済申候問、 乍憚御

安恵二思召可被下候。 誠二当春中ハ、 奉加等色々願

取持千万添御礼申上候。 此度ハ講中b御参詣被下、

首尾事程良相済大疫至極仕候。 乍毎何之風1対も不仕

残念仕候。 猶又、 当年ハ伐宅b御参詣被下筈二相伝

居り申候所、 如何御指出も御座候哉。 御出も無之御

残念奉存候。 先ハ当硲廻旦之節万之御咄し申上度捧

愚札候。 早々頓首。

申七月六日 大仙坊

三井伝左衛門様

慶上候御袋様へも宜敷御伝 Im召候。 猶又講中江皆々

様へ宜敷御伝IIrJ召候。 以上。

この杏簡によると、 大仙坊と三井伝左衛門家との

問に、 ある程度以前から関係があったことがうかが

われる。 大仙坊衆徒は三井家当主はもちろん、 その

夫人や低らとも面識があり、 かなり良好な関係がう

かがわれる。

具体的な内容としては、 大仙坊衆徒が当該年の春、

柏那場である長尾村での廻校配札活動を行った折、

奉加などの件で三井家にお世話になったことに対す

る礼が述べられている。 また、 当該年のー以、 長尾村

の立山講中の人々が立山参詣を無事済ませたことが

記されている。 さらに、 この夏は、 三井家の家人も

立山参詣を行う予定であったのが、 実際には来訪さ

れなかったことが記されている。

当該年の容れには、 大仙坊衆徒は再び枕那場の長

尾村を廻柏配札活動で訪れる予定にしており、 その

際は、 三井家の当主といろいろ話しをさせて頂きた

いと述べている。 泣後に大仙坊衆徒は、 三井家当主

の既や長尾の立山講中の人々に対してもよろしく伝

えていただくように三井家当主に述べている。

以上の内容を整理してまとめると、 この断筒の日

付の申7月6日の該当年次は不明だが、 長尾村は大

仙坊の柏那瑞村の 1 村となっており、 立山講中も成

立し、 大仙坊衆徒が毎年同地を訪れ廻桁配札活動を

行っていたこと、 また、 実際に講中の人々が立山に

参詣に訪れることもあったことなどがわかる。

6 - 1 -5. 知多郡緒川新田・戸田家の三禅定道

中記等

緒川新田の戸田万助家は代々万助を桜名しており

緒川新田の索封家である。 酒造も営んだ29)。 同家に

は、 三禅定に関する史科として、 宝永7年(1710)

「三禅定道中筵帳」（表紙に「白山大権現立山大権現

宜士山大権現宝永七年とら正月吉日」とある） 301 ゃ
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安政2年(1855)「迫中箕（尾張国知多郡衣ヶ浦緒川

村の万控板）」 31) 、 同年(1855)「三禅定見舞受納板

井二日光山江戸鎌合八幡江野嶋弁天

六月二日門出」 :JS) などが残っている。

乙安政弐年卯

このうち、 安政2年(1855) の三禅定で要した諸

経役を記した「道中賃」 を見ていくと 、 立山山麓で

は芦餅寺の泉蔵坊が対応して おり、 同坊と戸田家が

師柁関係を結んでいた可能性もある。

6 - 1 -6. 知多郡大府村・平七著・文政 6 年

(1823)「三山道中記」

この三禅定道中記は愛知県大府 市・個人 所蔵の 史

科である32)。 文政6年(1823)、 大府村の平七 ら 13人

が51日を費やして白山 ・ 立山 ・ 盆士山を巡歴したと

きの記録である。 宿箕や船箕などの諸経骰が克明に

記され、 当時の染団旅行の実態を知るうえで疫巫で

ある。

6-2. 知多郡中嶋村六兵衛著「六兵衛万党吾」

知多郡 寺本郷中鉛村（ 寺本四ヶ村〔中鉛 、 平井、

堀之内、 廻問の 4 ヶ村〕）のうちの 1村）の庄屋・六

兵衛の備忘録 「六兵衛万筵：苫」 33) に見られる嘉永元

年(184 8)(史科1 ) と嘉永5年(1852)(史科2 )

の以下の記載から 、 当時 、 同村の村民が三禅定を

行っていたことがわ かる。 ま た 、 愛知県春日井市の

村中治彦氏によって 、 徳川林政史研究所が所蔵する

古文杏群のうち、 文化9年(1812)、 知多郡中郎村の

庄屋が横須賀代官に提出した同村三禅定道 者の事故

内容に関する報告：
＿

↓;-
3,1) が紹介されているが、 こうし

た 一連の事例から 、 知多郡中嶋村では江戸時代後期

にば阻例的に三禅定が行 われていたことが推測でき

る。

知多郡 寺本村の辺りに立山信仰がかなり広まつて

いたことについては、 知多郡阿久比の天台宗 寺院 ・

大円山泣勝寺が所蔵する「立山父荼羅 泣勝寺本」

からもう かがわれる。 この立山曼荼羅は寺本村の常
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光院の住僻至円が立山信仰に感化され、 安政2年

(1855)に「立山和光大権現画伝」と題して自ら描い

た作品で 、 多くの 人々の結縁によ り製作費用が負担

され、 完成後、 最勝寺に寄進された。

（ 史科1 : 嘉永元年）

「六月十六日出立二而、 当村方二三禅定江参詣之

人六 人御座候、 七月十四日二婦リ候処、 旅中雨降五

月中雨、 六月5て り誠大あっき三拾年斗也」

（ 史料2 : 嘉永5年）

「当四ヶ村三禅定五月廿八日出立二御座候、 雨者

降不申候、 七月七日二帰宅二而かへり申候J

6-3. 三禅定に関する石造物

東海市荒尾字泉の曹洞宗泉柳寺には、 正徳3年

(1713)の年号と表に「奉供妥四国西国板束秩父百八

十八所（中央）湯殿三山大峯山上十三度（右）熊野

山白山立山窃士山（左）」、 裏に 「正徳三癸巳年権大

俯都正闘院義安毀□(r爵？）居士 」の刻文を有する

石塔が現存しているが351 、 これが、 ー基の石塔に白

山・立山 ・ 窃士山の山名をともに刻んだ現存最古の

石造物である。

この他、 東浦町森岡村木神社の窟士塚にも 24基の

三禅定石塔が寄せ集められて 残っている。 それらの

うち、 享保3年(1718) 8月の年月と 「窃士浅問大

菩薩（中央）• 白山妙理大権現（右）．立山 大権現

（左）」の刻文をもつ三禅定石塔が、 この 一 群の中で

は蚊古のものである。 さ らに 、 同 所の 24基中 、 7基

は明治期の三禅定石塔であり、 そのうち明治33年

(1900) 8 月の年月と「三山神社」の刻文をもつ三禅

定石塔が最も新しいものである。 三禅定の恨習は明

治期まで続いていた。

なお、 愛知県の各地には、 下記の場所に三禅定に

関する石造物が現存している（上記の三禅定石塔も

含む）。

①東海市荒尾字泉（正徳3年〔1713〕）、 ②名古屋
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市瑞穂区津質田の秋葉社（究延 4 年〔1751〕）、 ③春

日井市内津の曹洞宗見性寺（宝歴 4 年〔1754〕）竺④

尾張旭市狩宿の白山社（天明 2 年〔1782〕）豆⑤知

多郡東浦町石浜の稲荷神社 ( 2 基：露政9 年 (1797〕、

天保 3 年 (1832〕）竺⑥知多郡束浦町緒川新田の山

神社 ( 2 基：文化 4 年〔1807〕、 安政 2 年〔1855〕）

（註39) 、 ⑦大府市桃山公園 ( 2 基：文化10 年〔1813〕、

年次未詳）、⑧-宮市浅野の曹洞宗禅林寺 （元治 2 年

(1865〕）、 ⑨知多郡東浦町森岡村木神社の窃士塚供

妥碑群 (24基：享保 3 年〔1718〕、 延享元年〔1744〕、

明和 5 年 (1768〕、突政元年〔1789〕、突政9 年 (1797〕、

文化 2 年〔1805〕 2 基ぁりヽ 文化 6 年゜8。9〕 2 基

あり、 文政 3 年〔1820〕、 文政6 年〔1823) 、 文政7

年〔1824〕、 天保 5 年〔1834〕、 天保 6 年〔1835〕、 滋

永2 年〔1849〕、 文久 2 年 (1862〕、 明治2 年〔1869〕、

明治 5 年〔1872〕、明治7 年〔1874〕、明治11年〔1878〕、

明治16 年〔1883) 、明治29 年〔1896〕、明治33年〔1900〕、

年次未詳） ·IOI 、 ⑩知多郡東浦町緒川字窃士塚(3基：

年次未詳 3 基あり） •Ill 、 ⑪岐阜県関市神野の大仏山

山頂付近（年次未詳）、⑫愛知県盗田市四ツ松町 の十

明山山頂（年次未詳）

6-4. 三禅定に関する社

岐阜県多治見市の通称池田窟士山頂（椋高370m)

には、 延宝 8 年 (1680) に⑬窟士社・白山社・立山

社の三社が創建され、 現在も三社が合祀されて存続

している。 この三社は池田窟士とともに、 笈政 4 年

(1792) 「池田町屋村村絵図」 1

2) に描かれており、 画

中、「臼士山 白山 立山此三社、婦山卜申道心初詣仕候。

延宝八申年b笈政四子年迄百十三 年二成」と注記が

みられる。

三禅定そのものに関する事例ではないが、 涼島市

百町字北古涙にはひとつの榜内地に⑭白山社（祭神

は菊理姫命 ）と立山社（祭神 は伊邪那岐命と伊邪那

美命）とが並んで建てられている。 いずれも創建は

明 らかでないが、 突 文 11 年 (1671) 頃に成立 した尾

張滞作成の地誌「笈文村々揺杏」 ,13) には、「穂保庄百

町村」の地誌梢報として「白山 大明 神 」の記載が見

られる ものの、 立山社に関する記載は全く見られず、

それが、 突政 4 年 (1792) から文政 5 年 (1822) に

かけて尾張滞士樋口好口よって作成された「尾張拘

行記』
り

）には「穂保庄百町村」の地誌佑報として

「白山祠立山権現祠榜内三畝十四歩」の記載が見られ、

この頃には既に両社とも存在していたことがわかる。

6-5. 三禅定に関する絵馬

常沿市に所在する 曹洞宗寺院に三禅定に関する 絵

馬が残っている。 広目竹之奥の⑮広目寺 には安政3

年 (1856) の三禅定絵馬があり、 また、 坂井の⑯束

光寺薬師堂内には滋永元年 (1848) の三禅定絵馬が

ある。 特に束光寺 の絵馬は、 坂井村の「三山 同行四

十六人」が三禅定の成就を記念して嘉永元年 (1848)

6 月吉日の日付を以て奉納したものである 45)

6-6. 宝永元年 (1704) ,_, 延享 4 年 <1747) r白

山御参詣之帳j

「経1母坊文古」（岐阜県白島町長滝・経聞坊所蔵）

所収の宝永元年 (1704) ~延卒 4 年 (1747) 『白山御

参詣之帳」 •IG) には、 三禅定に関わる記戟が多数見ら

れる。 同帳によると、 三禅定については宝永3年

(1706) 6 月の事例を最初として、延享 4 年 (1747) 7 

月の事例を最後に、 41年問で32件が記載されている。

同帳にはこの他、 白山と立山 の二禅定に関わる事例

が、 正徳元年 (1711) と同 4 年 (1714) の2 件見ら

れが、 ー方、 白山と宮士山 の二禅定に関する事例は

1 件も見られない。

これらの三禅定道者の出身地を墜理すると、 尾張

国、 三河国、 美涙国、 迫江国の四カ国のいずれかで

あり、 具体的には尾張国愛知郡名古屋、 三河国碧海

郡刈谷、 尾張国知多郡の嗚海、 卯之山村、 布土村、

久村、 岩屋寺村、 片名村、 古布村、 東端村、 西端村、

美涙国武儀郡神油郷（中切村・万場村・奥田村）、 美
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涙国武儀郡の松森村、 関村、 津保谷上之保・下之保、

遠江国敷知郡（浜松） 大久保村、向宿村、 辿江国敷

知郡大福寺村、 辿江国塁田郡懲坂上村（向坂上村）

などとなっている。 なおこのなかの布士村、 久村丸

岩屋寺岱） 、古布村19
1は、本稿第2漱3節で触れた芦耕

寺大仙坊の「御祈祷柏那帳」や本秘策2菜1節で触

れた大仙坊の 「布柏泄頂会勧進記」（断筒）によると、

江戸時代の後期には同坊の柏那場だった村々である。

7. 芦耕寺ー 山にとって意味があった三禅定

江戸時代の延宝期には、 三禅定の迫者を迎える側

の立山衆徒にも、 既に三禅定に対する意識があった。

「芦朗寺文：―占」の 「ー山旧記控」50) によると、 延宝 2

年(1674)、 芦絣寺ー山の衆徒・神主は支配湘の加質

藩に自山の由緒を説明したが、その際、「芦耕之庄立

山中宮姻党と申は日本三禅定之ー山」と表現してい

る。 また、同史科によると延宝5 年(1677)、岩絣寺

ー山の衆徒も加賀湘に自山の由緒を説明したが、 そ

の際、立山を「日本三禅定之峯」 と表現している。 こ

のように立山衆徒たちは支配溜の加質溜に対して、

自山が三禅定の一孟場であることを自分たちの権威

付けに活用しているのである。

時期は 一 挙に飛ぶが、 芦 耕 寺ー山が天保 4 年

(1833) に、同組織の掟として設符等の文言を定め記

した「立山衆徒諸国旦那持御札守等調憎方掟：
・
占翌条

辿判状 芦絣寺宝庫」51)(形態は冊子、芦齢寺ー山会

所蔵） に、 「三社託誼」と称して、 立山・窃士山・白

山の三山の神号を版木で摺り込んだか、 もしくは手

苫きした杏の存在が示されている。 その文言は以下

のとおりである。

種子(-1- 一 面観世音菩薩 ） 白山妙理大権現

種子（阿弥陀如来） 立山和光大権現

種子（胎蔵界大日如来） 冨士浅問大菩薩

さらに、この文言を使用する場合には、「筆写誰レ

謹苫卜可記、 必ズ寺号坊名ハ不可苫事」 と註：苫きが

されている。

この史科から、 芦餅寺衆徒が、 三禅定が阻行され
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ていた尾張国などの柏那場で廻柏配札活動を行った

際に、 その地域の人々の,;益要にあわせて三山の神号

を記した占を発行していたことが推測される。 この

杏に寺号坊名を絶対入れないのは、 おそらくその地

域で芦耕寺衆徒と同様に板那場を形成し勧進活動を

行っていた白山御師や窃士御師に対して、「白山妙

理大権現」 や「面士浅問大菩薩」の用語の使用権を

めぐって、 争論が起きるのを防いでのことであろう。

この三山の神号を記した苫は、 掛軸形式のものが、

愛知県東浦町の水野家や前述の戸田家で見つかって

いる。 両作品とも、 本紙に芦隙寺ー山の印判（朱

印）52) が認められ、 芦l絣寺衆徒によって柏那場にも

たらされたものであることがわかる。 これによって、

江戸時代後期には、 芦前寺衆徒は三禅定が阻行され

ていた柏那場での廻柏配札活動において、 現地の

人々の立山参詣を誘うため、 立山参詣も含む三禅定

を栢極的に勧めていたと考えられるのである。 さら

に、 こうした板那場での三禅定に 1月する腟伝が明治

時代にも行われていたことは、臼山県［立山t惑物館］

が所蔵する、 芦絣寺福泉坊の佐伯音男が使用してい

た「三社託誼」の版木（〔中央〕・立山和光大権現 ・

〔右〕面士浅問大菩薩・〔左〕白山妙理大権現、 寸法：

縦64. 2cm x 横28. 3cm x f占1さ2.0cm) からもうかがわ

れる。 現在のところ、 白山御師や窃士御師の側に、

「三社託誼」のような摺り物や杏画は見られない。 本

来なら、 各虚山御師の問で他山の神号を勝手に用い

ることば憚られることなのであろう。 しかし、 それ

を芦隙寺衆徒は敢えて行い、 三禅定が阻行されてい

た柏那場で、 三禅定としての立山参詣を腟伝しなが
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ら布教・勧進活動を行っていたのである。

さて、 立山 ・ 冨士山・白山の三山に関わる御師の

うち、 三禅定が束海地方の道者の誘引に大きな意味

を持っていたのは、 おそらく芦絣寺衆徒であっただ

ろう。

白山参詣や立士山参詣を行う場合は、 東海地方か

らだと、 経路や距離、 交通の利便の面で、 それぞれ

の盆山参詣だけを行えばそれで十分事足り、 白山と

盆士山の御師は自山への参詣をどうしても三禅定の

なかに組み込まれなければならない必然性はなかっ

た。 束海地方から遠距離の立山だけが、 東海地方の

逆者を誘引するにあたって、 三禅定の三山を一巡り

するかたちが大きな慈味をもつのである。

なお、 以上指摘した実態と、 第6菜で示したよう

に三禅定関係史科の多くが芦蛉寺宿坊家の板那楊か

ら発見されていることとは、 いたって辻棲が合って

いるように思う。

おわりに

芦餅寺宿坊家のなかで、 尾張国に桁那場を保持し

ていたのは、 福泉坊・大仙坊・日光坊・宮之坊・宝

淀坊・泉蔵坊である。 このうち福泉坊・大仙坊・日

光坊について、 江戸時代後期から大正時代にかけて

の尾張国（後に愛知県）の桁那場を対象とした校那

板や奉加帳を分析し、 各宿坊家の柏那場の形成状況

を指摘した。 その概況は第 5 泡で指摘しているので、

ここでは筒略に述べるが、 芦絣寺宿坊家の尾張国の

校那場は、 宿坊家ごとの縄張りがほぼ定められたか

たちで、 同国内の広範囲に形成されていた。 その際、

第1図の内容が示すように、 芦餅寺宿坊家の尾張国

の根那場は、 知多郡の伊勢湾側の村々や中島郡の

村々を板那楊とした日光坊が先行的に開拓し、 さら

にその後、 空白域に福泉坊や大仙坊などが、 日光坊

の縄張りを避けながら開拓を進めていったものと推

測される。

さて、 これまでに発見された三禅定に関する道中

記は、 日光坊や大仙坊の桁那場が涙密に形成されて

いた知多郡の村々に多く残っている。 例えば、 小鈴

谷村の盛田家、 松原村の小品家、 佐布里村の伊藤家、

長尾村の三井家、 緒川新田村の戸田家、 大府村 ・ 平

七家などのものである。 それらの家々には芦隙寺宿

坊家と、 師柁関係などの直接的な関係をもっていた

場合もみられる。 こうした道中記史科の残存状況や

その関連史科から、 知多郡は三禅定がきわめて盛ん

な地域であったことがうかがわれる。

三禅定に関する社は、 津島に一社だけ確認できる。

三禅定に関する石造物は三禅定迫中記の楊合と同様、

知多半島の東浦や大府などの北部地域に比較的多く、

その他は、 ー宮、 津島、 尾張旭など広い範囲で、 ま

ばらに分布している。 三禅定の石造物が寺院の換内

地に所在する場合は、 その寺院が曹洞宗の寺院であ

ることが多い。 また、 三禅定に関する絵馬も常滑の

曹洞宗寺院に見られる。 今後は、 三禅定と曹洞宗と

の関わりも研究課題となろう。

現在のところ、 江戸時代前期以降の三禅定の展閲

については、 ある程度わかってきているが、 三禅定

の起源についてはよくわかっていない。 三禅定が、

宗教者やその組織によって、 彼らの修行の一環とし

て行われるようになったとも考えられるが、 その実

態を具体的に示す史科はまだ見つかっていない。

筆者は、 三禅定に関する従来の史科を管見する限

り、 江戸時代前期までには、 当時既に芦耕寺日光坊

と関係があった尾張国知多郡小鈴谷の庄屋・盛田家

の延宝4年(1676)「三禅定之通」が示すように、特

に知多郡あたりでは栄此のあいだで三禅定が行われ

るようになっており、 さらに中期から後期へと時代

が進むにつれ、 下陪のJ此民たちのあいだでも恨行さ
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れるようになっていったと考えている。 すなわち、

筆者は三禅定の主体者を当初から在地の此民陪と考

え、 窃士御師や白山御師が同ー地域で板那場形成お

よび勧進布教活動を行っていたところに、 後に日光

坊などの芦絣寺衆徒も進出して杞那場形成および勧

進布教活動を行うようになり、 ある程度、 各益山の

山岳信仰が地域に受容され根付いたなかで、 塁民た

ちが当初は各孟山の御師の先逹を得ながら三禅定を

成立させていったものと考えている。

この推察を成り立たせるには、 まだ幾つかの検証

が必要だが、 いずれにしろ尾張国では、 三禅定関係

史科の多くが、 芦絣寺宿坊家のかつての柏那場で見

つかっていることは紛れもない事実であり、 芦餅寺

衆徒にとって、 三禅定が、 自山への道者の誘引で案

外大きな意味をもっていたと考えてよいであろう。

今後、 芦絣寺宿坊家の柁那場と同様に、 窟士御師や

白山御師の杞那場及び廻桁配札活動の実態などを丹

念に調査していけば、 三禅定の起源や本質の解明に

も近づけるものと考えている。
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愛知県 知多郡半田村（町）

田中桁八殿

16)『盛田家文：苫JX VI26「三やjl定

之遥 延宝四年六月吉日 盛田

久左衛門」（延宝4 年〔1676〕）、

『盛田家文：�r-」XVI 2「窃士・白

山両先逹争論につき杏状」（元禄

2 年〔168釘 5月 4日、 阿野村

訟i讃寺 →大谷・小鈴谷同迫衆中 ）。

『盛田家文杏』XVI 3 「筵、 窟

士・ 白山両先逹争論につき願上 」

（元禄2 年〔168釘7月、 知多郡

大野村松栄寺～本寺密蔵院）。

「盛田家文：2Y.」XVI 4 「窃士・白

山両先逹につき争論」（元禄2 年

〔168釘8月、 天台宗硲滋寺 ）、

いずれの史料•も愛知限常滑市の

鈴渓査科館所蔵。 これらの史科

の詳細は、 福江充「窃士山 ・ 立

山・白山の三山 禅定と芦絣寺宿

坊家 の根那場形成過程」（ 『富山

県［立山栂物館］研究紀要 策

10号j 3 頁~45頁、 2003年3月）

を参照のこと。

17)注6参照。

18~21)注4参照。 注22)沿j顕保

紺『越中立山古記録 第2巻J

(137頁~140頁、 立山D胆J発鉄迫

株式会社、 1990年4月）。

23) 本肴ふ第 3泡7節で取り上げた

元治2 年(1865)「芦耕寺日光坊

再建奉加板」（ 芦餅寺日光坊所

蔵）などによる。

24) 日本福祉大学知多半島総合研

究所歴史・民俗部編「愛知県武

燐町 ・三井伝左術門家文杏目録

中巻」（ 武戯町〔武数町歴史民俗

査科館〕、 1996年3月）。

25)「立山御祈祷之栢 芦餅寺大

仙坊」（木版） （三井伝左衛門家

文杏20-16-1 )。 「御祈祷之屈

立山大仙坊」 （木版） （三井伝

左衛門家文杏20-16- 2 )。「御

祈祷之札 立山大仙坊→」（木

版）（三井伝左衛門家文：苫20-16

ー 3 )。「立 山御奉温J� 大 仙

坊」 （木版） （三井伝左衛門家文

杏20-73)。「従立山 」（包紙）（大

仙坊→長尾村・三井伝左衛門様）

（三井伝左術門家文杏54-341-

19)。 以上の史科は個人所蔵・数

町歴史民俗究科館寄託狩科。

26)「杏節、 参詣札・面淡依頼ほ

か」（大仙坊→三井伝左衛門様、

申七月六日）（三井伝左衛門家文

杏61-63)。

27) 三井伝左衛門跨・享和元年

(1810)「三禅定迫中此板」（個人

所蔵・武数町歴史民俗査科館寄

託探科）。 「三井伝左衛門家文

杏」迎番号919、史科番号58-41。

28)文化6 年(1809)「迫中みちゃ

どのおぽえJ (個人蔵・武数町歴

史民俗査科館寄託究科）。 「 三 井

伝左衛門家文杏J通番号921、 史

料番号55-223。

29)束浦町誌編さん委貝会『新編

束浦町史 本文編」(279頁~281

頁、 愛知県知多郡束浦町、 1998

年6月）

30·31)いずれも愛知県束浦町 ・

個人所蔵。

32)「第l漱むらの生活 策4節

民l関信仰 3迫中品」（大府市誌

編さん刊行委員会編『大府市誌

狩科編 民俗J (80頁~107頁、

愛知媒大府市 、 平成 1 年3月）。

t.t;, 山巡詣立山にみる遊・姿・悠」

(26頁·27頁. 44頁·48頁49頁、

貨山県［立山栂物館］甜狛• 発

行、 1995年6月）。 福江充「加質

甜浮蹟弁寺衆徒の板那場形成と廻

桁配札活動」 （邸埜利彦・森柳周
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-· 西田かほる編「近世の 宗教

と社会I 地域のひろがりと宗

教」所収、 51頁~91頁、 吉川弘

文館、 2008年 5 月）。

33) 知多郡中的村庄屋・六兵術珠

「 六兵衛万筵：内 二」(r知多市誌

費科紺 4』所収、 447頁 · 451

頁、 知多市誌編さん委員会、 知

多市役所、 1984年 3 月）。

34) 村中治彦「郷土散策 白山侶

仰 (36) 春日井を通った三山迫

中ーその 9-」『郷土誌かすがい

第68号」( 5 頁、春日井市教宥

委貝会文化財諜、 2009年11月）。

知多郡寺本郷中l鳩村の庄屋が柚

須質代官に提出した同村三神定

参澁者の事故内容の報告杏（ 文

化 9 年 (1812〕、徳川林政史研究

所蔵）。 三押定を行った同行 16

人のうち伝六が:]I'.故を起こし、

帰宅後死亡した 一件。

35) 「束海市史骰科甜 第1巻j、

77頁 ~79頁、 愛 知県束悔市、

1971年 3 月）。

36) 村中治彦「郷土散策 白山信

仰 (32) 春日井を通った三山迫

中一その 5 ー」（「郷土史かすが

い 第64号·j 所収、 5 頁、 春日

井市教脊委貝会文化財諜、 2005

年10月）。

37) 村中治彦「郷土散策 白山信

仰 (31) 春日井を迎った三山迫

中一その4-」 (r郷土史かすが

い 策63号」所収、 5頁、 春日

井市教脊委貝会文化財諜、 2004

年10月）。「尾張旭市誌 文化財

編J (388頁・ 414頁、 尾板旭市役

所、 1980年12月）。
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38)束浦町誌和さん委員会角』「新

紺束浦町誌 夜科編6 」 (450頁、

愛知県知多郡束浦町、 2001年 4

月）。

39) 「新組求浦町；；；i� 1ft科紺6』

(449頁）。

40)� 庄39参照。

41) 注39 参照。

42) 村中治彦「白山信仰33 春日

井を通った三山迫中ーその 6

ー」（『郷土誌かすがい 第65号J

呑日井市教脊委貝会、 2006年10

月）。

43) 名古屋市教育委員会編「認文

村々筵：;';- (中）（名古尻叢：苫 続

紺 第 2 咎）J (345頁・ 346頁、

名古屋市教育委貝会、 1965年 9

月）。

44) 名古屋市教脊委貝会編「尾板

狗行品4 (名古屋叢：苫 紐渾

第 7 咎）」 (339頁・ 340頁、 名古

歴市教育委員会、 1968年 9 月）。

45) 注7参照。

46) 「白山御参詣之叫（「白島町市

史科編』107頁~127頁、 白狐

町教脊委員会、 白島町、 1973年

3 月）。

47·48) 本稲第 2:i'花 3 節で触れた

「御祈祷板那板 立山 芦餅寺大

仙坊」（年次未洋断筒）（芦餅寺

大仙坊所蔵）。 杭那場村として

尾張国知多郡岩展寺村 （現、 南

知多町） の村名が見られる。 同

箇所には天保13年 (1842) の年

次が記され、 助右衛門、 長左衛

門、 伝右衛門、 伝治郎、 宇左衛

門、 佐五右衛門、 太兵衛、 半兵

衛、 滋左術門、 惣左衛門、 惣兵

衛、 七郎治。 権右術門、 桁左衛

門、 孫左衛門、 市左術門、 利兵

衛、 九郎右衛門、 新右衛門、 新

四郎、 仁左衛門、 吉兵衛らの信

者名が見られる。 柏那楊村とし

て尾張国知多郡久村之内小野

（現、南知多町）の村名が見られ

る。 同箇所には信者名として 市

之右衛門（宿家 ）、 七郎右衛門、

惣右衛門、 茂右衛門、 治左衛門、

又左術門、 伝十郎、 伝右衛門、

七右衛門らの信者名が見られる。

49)天保13年 (1842) 「立山御澁

i幻別当奉加板 執行大仙坊現住

由迫 古布村 二冊之内も」（表

紙のみ）（芦齢寺大仙坊所蔵）。

天保13年 (1842)「立 山御娼灼．

別当奉加帳 執行大仙坊現住由

迫 古布村 二冊之内弐」（表紙

のみ）（芦餅寺大仙坊所蔵）。

50) 「ー山旧記控」 （脱瀬誠紺r越

中立山古記録 第1怨J 23頁．

27頁、 立山 l:JrJ発鉄道株式会社、

1989年 9 月）。

51·52)「立山衆徒諸国旦那持御札

守等洪喰方掟杏磐条辿判状 芦

餅寺宝限」「越中立山古記録第l

巻』 204頁。

水野家の「 三社託函」 に は

「仏法俯宝」の丸印（朱印）がみ

られる。 その印鑑の実物は立山

栂：物館に収蔵されている。 戸田

家の「三社託証」 には「キリ ー

ク宝印」の朱印や「立山中官」

の角印（朱印）、「仏法俯宝」の

丸印（朱印） がみられる。 それ

らの印笑の実物は立山t必物館に

収蔵されている。



福江 允／芦帥寺面坊家のJ.l板'"''校那場と三tlii定（富士山・立山・白山）関係史科

第1表：芦佐寺福泉坊の「名古足坦那板」（天保6年）の内容

訟酌順
001 
002 
003 
004 
005 
006 
007 
008 

009 
010 
011 

012 
013 

014 
015 
016 
017 
018 
019 
020 
021 

022 
023 
024 

025 
026 
027 

028 
029 
030 
031 
032 
033 

034 
035 

036 
037 
038 
039 
040 
041 
042 
043 

044 

045 
046 
047 
048 

049 

050 
051 
052 
053 
054 

055 

056 

i飯鴎田
名久左衛門

人数
1 

沙万
塁屋荘宇註呉面

1 
1 

酎台 屋六右節門 1 

� t 屋 利助 1 、( t勝蔵 1 

V , 屡其左衛門 1 

項
祉

釜師
左嘉揺

左
�'I 1 

衛門、手、 忠一郎 1 

藤柿屋屋
作杢

右
兵衛衛門

1 
1 

水野平蔵 1 

水
兵
野衛伊

）
左術門（貼紙：柿屋伊 1 

田辺四郎左衛門 1 

沢怒羽弄浪
井
亘

足

田
万

七
弥一

左
蔵石面術百門

1 
1 

1 

大工想兵衛 1 

大繹工吉吾吾左衛門 1 
1 

戸 屋 伊 助 1 

一 井 届政五郎 1 

日怒井 屋 庄
商

兵衛
1 
1 

渡辺玄 1 

山田屋源七 1 

左官卯兵衛 1 

大工太吉（貼紙：大工蛍吉）1 

桶師長右衛門 1 

緬巨其助 1 

美魚近 屋
歪

江届伊屋． 治
兵
栄稿

吉

吉
衛

町
（貼紙

町
束：近

入
江

所
屋彦

1 
1 
1 

兵衛 大津 ） 
岩 井 屋長兵衛 1 

菊 屋 苦兵術（貼紙：福元屋杢 1 

蔵・御園片町）
米屋円蔵 1 

大坂 屋 吉兵術門 1 

新六 1 

伊鐙山彪藤屋昼忠兵＿与左次衛
八

郎門
1 

1 
1 

万 屋 伊兵衛 1 

飾屋松兵術、事、佐官太 七 郎 1 

木挽長七 1 

-んにや暉く屋与
蔵
左術門 1 

庄 七 。 今 1 

渚 七 1 

岩掘吉助 1 

長蔵（貼紙：佐官和兵術・新 1 

屋小敷川撓足担甚詰蔵
） 

1 

1新吉 1 

芦井桁屋屋
伝惣声

兵�
1 
1 

土洞 屋嘉平次、今ハ嘉兵衛申 1 

也

栢本屋彦兵衛 1 

米屋源 七 1 

宿数 住所
七
七

志
星罠
水

衷舌

坂
控神
下

嬰削長王筋

志水中切
1 志水中切

志水町四軒屋
大笞根坂上町 内炭小路
鍋 屋 町
鍋 屋 町
鍋 屋 町
古渡り山王前
古渡り山王前
巾下大文字筋

力辻（主税町）
束町
魚乃店筋3丁目 栄安寺前

鍛冶屋町筋 2丁目
1鍛冶 屋 町 6丁目
山田町
山田町
伊勢町 東入 所、本笙町 7丁目
。駿河町通り (2 字塗りつぶ
し）田町
七 間町 7T ＾ 下切町

長者町 8T

長者町 5T
兵岨町 5T
袋町、桑名町・長岨町卜合
伏見町（東：文字抹消）西江
入
桑名町 6T目

1 袋町 2丁目
伏見町 5T目

生御固)] 2T目
片町

伏見町 8丁目

1 御ほ町3丁目
中栢坂上

魚乃棚筋車町

至中栢厘浦
上品町
四軒屋

御固片町
巾下大訟町
巾下小訟町
巾下小訟町

1 身教院肋高田本坊即、巾下浦
町
身教院肋高田本坊IJIJ、巾下浦
町

麟
新

巾
で長屋

身

屋

整筋
筋

筋上
上

盗田町下切筋

上じく天神町
万松寺村新地西ノ者し

一
撻

江浦

祢

面HI

宜接
柏面

町
摺

珪

者

孵＿町敬
活し
—下"一檻^杷芦組

井
ニe井ツ入

町

祢宜町

天満栢浦

石切町十王堂前、大＜ぽみ

現在行政区
北区・東区
北区・衷区
北区 ・ 東

東
区
区北区・

北区 ・ 史区
北区・東区
H区

！に区
引区
U区
コ区
3区

西区

束区
中区
東区
中区
中区
中区
中区
中区

コ区
ロ区
ロ区
ロ区
ロ区

中区

中区
中区
中区
西区
中区
中区

中区
東区

中区
中区
中区
中区
西区
西区
西区
西区

西区

西区
熱田区
熱田区
西区

西区
中村区
西区
中村区
中村区

中区・中村
区
中区
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I掲載順 髯大
逗工名長＿八

人数 宿数 住所 現在行政区
057 1 

石門
り
前
切

東通
町
町浦

り
万松寺筋。 矢場北よ

中区
058 湊屋久兵衛 1 中区

059 市蔵 1 門月IJ町浦町、 万矢松坦寺該より末炭 中区
町 若宮前。

060 滋口忠左衛門 エ 太田斎助 1 l津四軒家 区
061 渡辺正平 1 1 前町 区
062 取荷屋渚吉 1 1 31 前町 区
063 F去翠菫蔵 1 珀前町 t区
064 逗直―木浜達屋元庄 治

兵衛
1 "前町 中区

065 1 門前町 中区
066 大和屋倍兵衛 1 門直匪I 中区
067 松屋伝兵衛 1 呵前 町 中区
068 

饂鯉中鋲扁
屋

者―屋
商

団右杢
衛

兵
ta

衛
1 門日煎近町

東出町
中区

069 1 中区
070 1 御園下徊忠圭租子ックミ内- 中区
071 小岨市太郎 1 如!II通り日西檻下ル東側 中区
072 和 田屋喜兵衛 1 七面横町 中区
073 八木屋太平（貼紙：市蔵・飴 1 栄国寺門fllj 中区

屋町）
074 つじ屋佐兵衛 1 門前町、橘町浦栄国寺育I) 中区
075 古金屋乙八 1 ほ町 浦之栄国寺前 中区
076 嗚見屋伊蔵 1 r,�11口1伽口涌 中区．
077 

疇去大坂野
屋屋
屋

宇
翌

和

兵
八
助

衛 1 呵(11)町描町浦 中区
078 1 

E住所
堕
未掲載

且
（橘 町浦か？）

中区
079 1 不明
080 麦屋忠蔵 1 で(き1文ず字）屋

、か
町

すれのため判読 不明

081 村田 心ヱ丘衛 1 古渡り辻 中区
082 羊平9 ·万吉 1 駿河町。新通取次 荘曰一 甲区
083 山城 ：弥兵衛 1 手代町 中区
084 上野 竹兵衛 1 橘町筋桑名 町通入 中区
085 善四 1 中瀬町 熱田区
086 文左fけ門 1 大子町 熱田区
087 成田氏月→•太郎 1 大子町 熱田 区
088 成田氏；け九郎 1 大子町 熱田 区
089 ハ左衛門濁崎氏3 1 大子町 熱田区
090 m田氏弓•,'±' � 1 大子町 熱田区
091 寸瀬氏小ー�R文 露左衛門 1 中；頂古町 熱田区
092 

公
公 浦

浦旦氏 召孫焚至兵
忌且衛亙 1 中；負古町 熱田区

093 1 Eコ；頂古 蕗田 区
094 t田 氏荼七 1 ， 引町 熱田区
095 

松成成
田

浦
田
氏
氏
氏
苦蓑

弥
互三三： 

肴門 1 ヽヽ 引町 熱田区
096 碩助 1 ， が町 熱田区
097 R 1 IA木入 熱田 区
098 大栢氏孫太) 1 木之免町 熱田 区
099 

戸甚右
芦術門

纏 1 木蔵之之免面町 熱田区
100 1 熱田 区
101 又蔵 1 蔵之ll•J 熱田区
102 杢担互助

荘苔門 1 登り 熱田区
103 1 登り 熱田区
104 村 ，昆八 1 天子町 熱田区
105 村 金左衛門 1 大子町 熱田 区
106 与作 1 大子 町 熱田区
107 杢兵衛 1 大子町 熱田区
108 升膵又八- ,lQ' 升膵再 M 1 1 大子町 熱田区
109 忠兵衛 1 大子町 熱田区
110 I友七 1 竪塩里

屋
艮海晒道 熱田区

111 市
桶佐

兵
艮官登

宇
長君兵�衛門●

● 
1 熟田区

112 裂町2丁目 中区
113 袋町 筋伏昂町東入ル 中区
114 山田屋源七● 袋橘町町

窟筋i桑桑名名町東入ル 中区
115 上野屋竹平• 町 東入 区
116 近江座彦兵衛 1 町筋大津町東入 区
117 -. 河屋伝五郎 1 .lt!T J:. 昂 中区
118 八木屋円商 I の棚上晶 �J区
119 

怒土移洞屋屋
万吉蔵平

● 魚の棚筋3丁目栄安寺前 中区
120 1 栄町上畠 中区
121 木綿屋源助 1 栄町上品 中区

68 



福江 充／芦前寺��i坊家の尾乱氾l柏那楊と三fji定（窃士山・•i�山・白山）関係史料

一
人 行政区

譴

i 
136 I 5 

凡例
本l< は芦餅寺箱坊・i(福泉坊と推測される）の天保6年(1835)「名古�.:l社那飯」（似人i所蔵• 旧，廿餅寺大仙坊所蔵）

の内容を解滋し、褐叔順にイ？者名とその住I祈、及び現在の行政区 、 人数 、 宿家の有無などを・，,, き上げ、 ー笈したもので
ある。1,;者名の瑣目で 、 その末16に「●」印が付られているイ，�;者は 、 本板のなかで :ifi:複して，，已叔されている均合を示す。
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窟山県［立山沌物館］研究紀災 第17号 2010年3月

第2表：芦絣寺大仙坊の「大仙坊坦家供荘板」の内容

9

o

1

一04
-05-OS

057 

058 

059 

o

1

 

6_
6

 

o

o

 一
062

-
063

璽
璽
068
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糾江 充／芦絣寺宿坊家の尼板国校那場と三押定（窃士山・立山・白山）関係史料•

翫

覇＿
079-

璽
璽
璽
璽
088-
089

o
1
 
翡

口
凡例

本d.:は必餅寺大仙坊の「大仙坊村隊供荘転」(;'心恥'i'-山会所蔵）の内容を解況し、捉1足川（（に信者名と住所、及ぴ江戸時代の所屈国郡、人
故、窃巡裔iなどを:;rr-き上げ、一虹したものである。なお 、 全印者の住所に兄られる地名については、それが行政区として使用されていた期
間を示したc
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窟山県［立山栂物館］研究紀要 第17号2010年3月

第3表：芦耕寺日光坊の「中岨郡坦那板」（文化15年）の内容

褐虹顧低徒名 人数宿数住所 該当国郡 大札大玉牛札守宅針引徊°立供山

001 笞八 1 

響
P t 1 1 

002 i; 八 1 I cp· 1 1 1 
003 屈威 1 I<口 1 1 1 
0040 Ii力印 I 1 1 
005(l 七左紐四 l P l 1 
0060 ―右衛

門

I 1 ""'""' I cQ 1 1 I I 
0070 t吉 I er"'"' I'巳暖臭筵郡 1 1 

'湮諏l°'mouSU au ― 
＇吉 1 塚村 1 1 

1 

翻揆笠
i【�-c:.郡 1 1 

怪召如_ 1 1,�� 郡 1 1 
：右衛門 1 ,,pg, 郡 1 1 

·-:: 硲四 1 - 口C郊
9—

1 I 
⇔口1硲匹 1 ·-• 1,�C:.:ll I I 

翡0140圧
豆壻J}',-,;

・

室

そ

�
右

左

o

ー」直衛附

,

衛

釦ぷりU門t"

門

]i 

J l 
揆な.._主

..,..

心t 
I tll p島r;;,31忠 l 

J 
1 

017( l 
1
1 公塚ぢT.J.: i<eJP

島.�郡
1 
1 

0 1 8() 1 -1"...- I> 1 

血02000
1 大塚村 b 1 

I玄/\ 1 

量
1 國021(羹) 距�広·寄�還硲匹巴 1 

1
1 

IJ口;:,
' 1 

1 
1 倦祀

緑召平翌治
1 ::. 1 

0250 l ; 琢ヤl o ;:. l 
02亙

7
〇(5

エ丘ffi 1 n,..., 史昂．； 1 
02 笞六 1 

湧蜀：埃：：：#.村

杢島 1 
028(l Sふよ 1 口 1 言029() !P. 右

右
衛
衛門

門 1 
1 PP 

' 1 
1 

（代八 1 塚村 口 1 
八 1 

蒻淳c衣社h
村う 口 1 

1
叫
七 1 口 1 

1 中 1
0350 It吉 1 均村 中Cl>_!l 

1 
「0360 =丘Iii 1 "'"" 1 
両O 右 衛門 1 

揆埃豆村
p 1 

038( 1 
と廷ヒ

丘
土瑾七加西

1 � 1 

冒
I 塚 ・� ． P I 
1 揆笠 1ヽp 1 

F右衛門 1 � ロ:..- I•Pl 1 

在庄吉e� 1
1 塚塚笠村 IIP$i,_埜

1 
1 

在左費而 1 

薗翻
f lP • 1 

0450 口芹衛門 1 11:, 1 

卿048〇 ,�

1 \ lb 1 
; >-よ l l 
｀との 1 ., ・ 1 

0490 ;;: ん 1 -,.,_,_, 111> 1 
050 云右衛門 1 となむさか町 1 1 1 
051(l ii, 八 1 1 11r-,:;; 雲村 I L.1'1< 1 
052 、左衛門 l -細 I， p躊 1 1 1 
053 '� 窟 1 島村 口⇔郡 1 1 1 

054 : 七 1 1 ,-. """ 已b島C梵烈
1 

055 = 
1 石”鴫， 1

056 1 .c:, ,..., 島 1
057 ・ と応 1 石,.., 1 

犀060〇 硲
匹 1 出� P 1 1 1 

・讀匹 1 :P. ·-、 1 1 1 

左 1 :i: , ... , 1 
0610 六面衛門 1 

辛荒庄神丑村
1 1 1 

062(l "'丘 ・
1 1 邸,Q.1!11 

1 

藝0660 

五
右四 1 1;:;c 村•一

・

1 1 1 

�.,_ i門 1 荒 1 I 1 
ー2丘 ・ 1 1 定荒：

：，躊g郡 l l l l 

邑:::をt壼加ri匹• 1 1 1 1 1 
067 l l � 公 I【 1 1 1 1 

068 -,m 1 

罰
1 1 1 

069 I� 1 1 1 1 
070 Iこ亭j 1 ,c� 1 l 1 
071 i_l炉

右を癒衛且門
1 

闘 1< 紐 1 1 1 

072 1 � I< t:.l 1 1 1 
073 

騒
右衛

門· 
1 I<巳島 1 1 1 

074 :;,, 1 公:f'T ICP�l 1 1 1 
諏0 � 1 

細：入ヰ｀ I<国 1 11)ヽ 1 1 
雨O 半平 1 '� �: 1 
0770 藤右衛門 1 cぷ百 :!. 1 

0780 控左費il"J 1 1 ほ汗すー IIP;;, 1 1 1 1 
079(l 空右衛門 1 I宮村 9口:i.: 1 1 1 
0800 右笠茫! 1 1 

-空· 村一 ， ::. 1 1 l 1 

雪0840―- '""' 

1 
容村

::. 1 

72 

ぽ,,.旦岱茫i 1 ―宮村- ， 記 1 
1 I ::0 1 

助左衛門 1 軍朗宮村
村

中品郡 1 



糾江 充／芦前寺宿坊家の尾張国枡那場と三祁定（宮士山・立山・白山）関係史料

掲載順 侶徒名 人数 宿数 住所

0850 金七．
右
左� 灼衛． 1'門9 1 麟村

0860 1 1 
I岩吉 1 
込喜哀

内
否f

1 1 
1 

佐七 1 
にイ恵r 1 

．観蕊咤窓堂 1 
1 1 

市左硲門 1 
ヽ七 1 

0960 I半九郎 1 
097 I幸吉 1 

言
者吉（酒ml 1 

房亙字大衛旦門

1 1 -丘―=逗一
p

-
苅柱柱本t1 

1 1 

済
溶

太、思兵直
衛

登
15＿ 1 l 戸苅村

1 戸p互苅笠村1 

齢
1 1 戸苅村
1 

撃逗
饗

冠村
旦治縄兵右衛

笠迂i l 
1 

t吉 1 
伊左衛門 1 戸苅村

藍茂平翌，。
1 戸苅村
1 P苅村

到胃奢.
石

右

松
.葎.衛

●
,一門門�＿ , 

贔
fl 

1 

已炉贔豆萩細� 」村

1 
1 
1 
1 
1 

：屋治郎右 衛門 1 
，．七 1 

疇椛段村
"·= � 1 

国を七
右 衛門 1 

1 

痴置
生

琴

阿古
.. 主

替

井井
t_
藤藉
ニ

一

棚棚
i四右 衛門 1 

1 1 
1 
1 
1 t 

1 
1 
1 且片原原一一色色村村1 
1 1 山

山
山
崎崎崎

大
大

大
塚塚埃杢

屯

中民
昼

往
敷敷薮1 

1 

彎[jIB:C 
誓
"'

" 哀ゑ新蚕
右

七
癒匝門巴

1 山
山
崎崎大大塚塚中中登陸勇襄1 

1 
山山崎崎本大塚村旦虫透

杢丑 1 
捻ぷ:&右民ffli把i 1 ii笹:原塚社村1 1 

1 

杢旦●四
●
只牧

新
打笠村芍
田村山臼方

1 
1 
1 
1 
1 甲新田村山幻方
1 甲新田村
1 1 下

下 呂又荘村l 
1 下又村
1 1 

空史亨
父

邸丸
笞渕谷百村

1 
1 1 
1 
1 

声叉要互
振

埠
足封村戸

且＿ 1 
1 1 
1 
1 

一冦虹
翫竹
嗜

ケ峠
心

一!l:...._ 鍋界町

1 
1 
1 
1 

165() 平 右 衛門 1 
165 24 

該当国郡 大礼
c口 1 
cロ

cロ 1 
le口， 1 

1 
cロ

IC口 1 
町

告腰 1 
1 

II口は火'II 1 
cc. 郊 1 

證周 1 
r;:. 1 

,c. 1 
,I'.>. 1 
,1:1. 1 中
五島C.: 

1 
1 

I Cl. I 

器n加

l 
1 
1 
1 
1 
1 
1 

C 1 '" 1 ' 1 
毛E口暉Cl. 郡 1 

1 
ICb 1 

口 1 
ICC 1 

t:, -
た
--

巳b蹟C,.'!!R I 
ロ�- 1 
, C!. 1 
J.0. 1 
コ口 1 
コ
3・ 1 
a 1 
コ

圃
ロ
コ·
Cコ·

CQ • I 
社b r,_湿

i!R 

ロ，
ロユ・

ロ
l 
l 
l 

直コC 郡
コ1:,,1!1

コ_Q,_
:Jll
, 

co.r;:, 芸l

c
廷
ロQ.這更R 1 

空L鵬海克�.. 乳＇一

78 

翌

1 

42 

守

1 

1 

1 

箸 針

1 1 
1 1 
J J 

1 1 
1 1 
1 1 
1 1 

1 1 
1 1 
1 1 
1 1 
1 1 
1 1 
1 1 
1 1 
1 1 
1 1 
1 1 
1 1 
1 1 
1 1 
1 1 
1 1 
1 1 
1 1 
1 1 
1 1 
1 1 
1 1 
1 1 

1 1 
1 1 
1 1 
1 1 
1 1 

1 1 
1 1 

1 1 

1 1 

薬

8 70 60 5 

細0立位 山

1 
I 

l 

1 

1 

l 
1 
1 

1 

1 
1 
1 
l 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 

1 
1 
1 
1 
l 
1 
1 
1 
53 

凡例
本表は芦餅寺日光坊の文化15年(1S1S)「中島郡校那駈」（佃人所蔵• 旧芦研寺日光坊所蔵）の内容を解泣し、掲載11((に仁者名とその住所、及び江

戸時代の所属国郡、人数、宿家の有無、領布品の状況などを杏き上げ、一r·rしたものである。掲載加の項目で番・砂の後に付られている「0」印は、<=' 
本稿の第3汗：3節でとりあげた日光坊の柏那板にも，氾載されている信者をホしたものである。
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第4表：芦性寺日光坊の「尾板国知多郡坦那板」（長板）の内容

岱�-,村名 に従名
I
C� 征宿数庄圧組弧子社大牛守 渥幻2木札大礼血""盆菜 針著 口紙江,.... 8存代の該

0 01 I烹E!3 ;,, I! •tゞi' l 1 1 1 1 麟O.Q.1ーぼ旦 I I I ,_郡
":I:"-��1 1 1↑ -'f, ,,_ 
ムンi'IP� 1 1 ii 

� 甚 ．浪n,堕＂星m,.糾.•冬.多冬葬清樗秤.囀·.,.IR.ユム·u・吐町.高●● ＂·l 弩.... 祈·

.

● .. • · 

山

. 

阻�,. 双全只必ヽ助ロ． ('1'社
1
1 

ぶ�- , 匹.. 
ヰ五郎．．

1 •I堂知郡
!,'!.I, 

• 衛- 1 I 1 1 1 ,.,,"'霞
-,, \ 1 1 因=匁-多-茄槽-―― 
笈五助 1 1 1 1 1 .. 旧匹名々」郡一
平 hiflヽ門

1 1 1 
1 ['HJ <;.'I'!( 

J:»t� 匹1 1 
0 1 

じ,,.. え，五門
1 1 1 1 I 

015 , =, 1 1 I 1 1 
016 m r;; 1 1 1 1 1 
017 I r-<,!! �Ht.Pl4 1 1 
01 8名だ -.... 門- 1 1 
0
-
19 ...,.._ h I : 冷pq 1 I 
02 0 _,.,, 1 l 1 
02 1 <e. 田1"' 1 1 
0
0
_2
2

}
3 名ク � 'W1粧新田田裟咲J.L 

l心三'座 1 
1 

1 I 
0 .0
0
0

. ―

2
2
2
2

― 

4 
5 

6 
7 

書皿0直直直粧玩I!! 屯
烹兵衛 1 1 

= J;. ；霰遺迂� 1 1 
た' 1 1 

i 加 i';:; 置門 1 1 且 '""、や°'1 1 
n I�I ti,一;;"郎1 1 
ク，田「＼ ↑ l 

畿畿締，..’

菩

’’ 
＿— -' , ,IB_J::f1)1) 

� 
I

郎
1 

l 
l 
l 

猛血屋ニ
,. • 一 1 l 1 1 1 

l l l l 
�.. .., • ga郎記＿"" I I I I I 
,,.. .. .,, 1 1 
一餌•一 L— 郎 ・ • .-,o 1 

1 1 1 
1 

1 1 1 1 
1 1 1 1 1 

多，'�;,、m門I I 1 C 
I�; .u,,- 1 1 

0
0
4
4
2
3 

本 ・ I I 
ぞ· , u 1 1 

― さ四�.,匹.,,名B.J',ll ,ti\郊_ 
04 4 �iii新田� ·1m 1 1 
04 5 

, 薮玩新田田
豆
ぞ至

盗

紐名疫畑

→ - 1 1 
04 1 1 1 1 
04
6
7 _ II! "', '"" 1 1 1 -

048 I� , ffRlさ念憫 -� 
1 1 1 

1 
1 2 l 

" _:I,,'lfl� '一 ． 
0 . 

• 
0
0一
4
5
5

0
9 

1 
. -

面 Z Z 1 1 1• <n·"" 
`『c: 1 1 I 1 1 

05 2 丑' " 1 1 1 
匹坦·多心�

邸
喧畷—

-
•05 3 Ill 又.i 1 1 広; . 

054 ll 7r;i� ぷP�1 I 
0-5 5 I'A'Hl ,rr;:.ii 1 l tns-.· 郎
056 I TL " 1 I 

坦匹匹坦多丑<.!Ill
�

Ji__ — -05 7 , , ... � ,,, , iiHt旦:郎ヽ頃 1 
1 

1 
1 翠 ，,

I! -==- 1 1 
協m 1 1 網0 _6 .1 . 11 V証 1 1 

- II' . 斤匹し

1工ぶし,荻.-.,曹9ユ互干左丘癒衛ぶ已門． 

1 1 1 
'"' 1 1 

0
0
0
_.

6
6
6
. 

4 
5 

6 
・

I 1 1 
rr l 1 
m 1 1 

0
0
0

6
6
6

●
7 
8 
9 

囀
9 仁兵衛 1 1 'rII -忠醐 1 1 

＂’ 佐0(1字類田又石而門 1 1 
0 ー 7 0・ , r.. "1'・ 1 1 

t)-7)- - f I 
F-称兵t

―衛
1 l 

072 1 1 

073 -← ... — 
1 1 

074 f 六 I 1 
075 I 1 1 
076 "'=ぷ匹1 1 

D77 ll �==-- l l 
0
0 
7
7 
8
9 I 逗バ" 1 

1 
1 
1 

�:; O ,q1 口蚤七 1 1 
1 II - 1 1 
2 , , 1.-�1""'1 1 1 

- 0 8-3 - ! 1 I令畑 1 l .. 034 ー f ・''r"'ら匹 1 1 

闘0 8 7 1 
,.. 1 1 

；嘗 1 1 
• · = = ~ 1 1 

競酪"10<
tJ:11屈
1!11―_ • J n; 六 I I 

胃器 1 面 C fil:sJ9. 1 1 
.. . 1 1 

., ・•e"'.

F

•予m·.埓rmm円

「

"円al

m

匂m憫

m

"'

•

o T●

•

· 
零

多

＿
＿
_」O祁存
郡存•尊

— ＿ 
＿ ＿ 

I �-� 匹1 1 
1 1 

093 I 1 , "' 1 1 • 0
ー
9
・

4 (t ,.,,.,,.、八 I 1 
.0 .9.5 . I I 
0
―
9

― 
6 �丘,.; 1 1 
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名ぢ· 村名 侶征名
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201 II 1� 
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203 11 
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醤

—
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糾江 充／芦齢寺祐坊家のI窃紺丞l祖那場と三井jl定（富士山・立山・白山） 1児係史料

.". ' .村名...
佗·韮~名-匹

I侶.
'

紅 応● 四2雑扇 中社 大'牛 守 I•. • 木礼 大札 I匹
. • 針 答 . . エ.p.添：

咽氾潤'咽'.. 

店.閂

"
"

可代
＂
旬匂●包.

笞のを
冬

冬 多冬名

"'

.

宴＿祁

”
郭

郭
秤郡.

該

＿ 
ー

＿ 
こ

m冶”石 . 1"117: i::: 印 ，
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ー�

・

;;; ・亡 "'"" 1 屑ーtO_O 羽

誌

•一•一 ， 1 1 I 1 1 -、
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·--;.; 1 1 I 
3 02 .. 1 1 I 

筐3―0―5 ｀ 戸 I I し・心呵.,cc ' I l 」
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3 06 .,ti,· 10:, 斑'轡ら臼 1 I 

― 3
-0—7 羽柑村 I-+- I I 
3 08 00

—
11.� 1心

一
心
�ヽ一

1 1 
― 3

―
0

― 
9'�-·"'·"'/7-皿 "' 1 1 1 111 I 1 11 

3 10 �-痣（大JJll寺村 ••� --"" 
-

1 1 1 I I I 
_3

3
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1

_
2 
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- I I —' ,-,. 応.. I 1 11 7 I 11 11 
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316 1 1 1 

栂嘲翌 ｀六 1 
1 1 l 隠321 ,., -- f.. ; ; 
1 1 1 

ー3ー2・2. •r , 1 
3笙＿認幽 - , 1 1 1 1 1 寸 1 t I liiii如石念益

―
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3
3
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1 
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田
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49—矢B丑 ＝ . I 1 1 
3 ¢ 玉 GUU 1 1 1 

_3_50 夭田 1 1 1 
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・
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376 v 
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・
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凡例
本表1よ芦咄寺日光坊の「／心引迅1知多郡組那板」（伽1人所蔵• 旧芦館寺日光坊所蔵）の内容を解浣し、掲載順に信者名とその所在村、及び江戸

時代の所屈困郡、人数、宿家の布皿、領布品の状況などを四き上げ、 一認したものである。
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[
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第5表：芦序寺日光坊の「日光坊再廷奉加板」（元治2年）の内容
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上野間村 �� 知�税狂
上野間村 応張囚知多邸 知多郡又浜町
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100

唇一
50-
100_
200-
100-
100
―

200-
100-
100_
100_
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掲載珀 侶徒名 人双

1 'm 179 釣紐鯉旦語
江

準佐＿
治

乎之
右

右
面衛

門
門

1 
1 

180 1 
181 芝山平右衛門 1 

唱一3''竿'*八
"'

右"祈
記
門 1 

1 
184 杉

江
豆庄盃

六
左硲門・ 八木弥七 ・ 鯉江梅古 ． 杉4

185 水上笠右面門・ 杉江金兵衛・赤江せ荘. 4 
水上s.n (1字吋笠l

•松
四本佐右

硲術門
門 （（徳幸Jl:,新B,丸ニ）蛮［子丸）一 1 

1 
188 片上鉗高 1 

芦190一 匹多江半三
埋座．

． 
1 
I 

191 江弓 丘加（宝住丸 I 
192 上， I 
193 :、 ,,:,,;, 丸） I 
194 皿 ,,.,, 1 
195 ・室 ・ l 
196 五冨9 で2/I.,, 1 
197 - = c衛（宝宮丸 1 
198 
199 

塁..t
在
n箆右

至衛直門茫i 1 
zoo 1 

201 
202 山方村中

203 
新竹

海
内二文右

郎岳衛毀 門 1 
204 1 
205 . .,.,,<>oom 1 
206 ,mu, 1 
207 

寧t'内"'＿弥名3亡迎、高祉匹i 
1 

208 1 
209 1 
2
2
1
11 
0 

国赤9.芦孫太
1 
1 

212 中嶋字石·,, 1 
213 竹内J!JJ石·-- 1 
214 

血笠
竹
如．

,m

内岨

9

彦

内

七衷

w

●右石•
右
に

亙籍蓋面

蒻

し

』

'巳臼

「

つ

' 

1 
215 , 
216 1 
217 1 
218 1 
219 1 
220 •=a• � 2 
221 匹

一 1 
222 ヽヽロ,.,.,.よエ I 
223 ヽヽ岨平八 1 
224 

竹
�
小

内
�出j

栄
珂註

古

兵函衛西

I 

膳―l
1 
l 

227 

丑g
友

青
資

木
木

田
之錢仙梃

政
内空

右
吉
右
右

術
衛
右
衛岱

門
門

衛
門門

門・
・

早青川
木
丑三郎 ・小田平百. 4 

1 
228 

Im 源兵衛・責木モ六. 4 

230 

231 

232 
233 
234 

235 
236 
2l7 
238 
239 
240 
2ヽl
242 
243 
244 
245 
2�6 
247 

248 
249 
250 
251 
252 
253 
154 
255 

2S6 
257 
258 

誓
261 
262 

杯窓弥
右
市
衛門

・小田古底． 足之内宗七 ・ 尾之内4

小門嗅・万小
右芯衛甚平門 ・ 尾之内茂八・ 小

編丈石衛4

笠竹内蜘甚三郎
・ 稿本和七 2 

1 
竹内喜代八・ 竹内藤太夫 ・ 竹内幸八・ 竹4

碑九郎
沿
石

兎衛遵 門r.
・ �T�R- m亡加匹

中閾庄六

左治又右衛
布丘衛•布 れ

笠言右衛
ホ 門互

・
... 
""'"""" . 与八

て岱P● づぶ••
治郎 ・ "7

右衛門 ・ 清斎 ・ 新 訊. " .... 
叫· 杢四郎 ・ 烹四郎. ·OR与硲

久 ：郎 ・ 六兵衛

3 , 
1 
1 
2 
2 
3 
2 
2 
4 
4 
2 

勘七 ・ 充郎石衛門· 漬武・ロ(1字S.1t� 4 
）九郎
り血.'-"'Fr岱 ． ヰ�（. .tt亡ぷ四 • 

囲；日水匠久
作左衛

・
平門兵衛 3 

1 
守831'!!吝作·和!.lffi久治郎 2 
虚田弥苫 1 
盛；83�_fr_ぷ ． れ·r応匹 2 
,w, 口

村中

中村六郎兵衛 1 
,r.JII平左衛門 1 
村上八左衛門 1 
ぢ村

よ
上
史元廷

右
遼衡＿門

1 
1 

森田E九郎 1 
皆JII久治郎 1 

漬中

1 

1 

�
:fl 

1 
1村
中

世話 住所 江p時代該当国郡

型杢登 B屈張張印国麟
知多；罪如�=

�,��· "·"』 年""'-
=· 萱·= "'" ＊知名
コ不石

g"'='•張-回醗酸知多郡
， 

瀕瀬木村

瀬木村 足張国知多郡

.. 

冒
"" 

［ 9知多郡
9太 “ "町I多3
� 知多，

渤

昌

●木
;� 璽I 蹂� � !1← 

1岡田村 9、...,� 印ミx
田村 lヤ9量 .,, 冬費R

里笠 『�"渭 堕星
田村
田村

張張'"" ·�� · 名�郎ヽm
田村
mロ .. .. 
罰 坦

坦 年ns. 豆
豆匹田村

欝
, � 

稔 環

雷岡田
賛
村 "· 
田村
田村

ム坦ば笠
村

� 
'" 

醤碑医松細匝旦賛
村

＂そ

「え1
'"'·' 
,s.1 

松原村 多郡

松原村 応張国知多郡

松原村 応張因知多郡

松原村 足蛋囚知多郡

腐岡田
罷

村
臨亨尾張

円口
知
坦
知
多
多

多
郡郡
郡

現在該当行政区

員.,,.,., =· ずよ
．，，り｀
常沿市

常沿市

棠沼市
.... ,. 市
恕m

，市
"． 'rtl 

； 

宮

． ，市,,,, 
•m ヽ ， 市

常沿市

坦知
知多

亙亙市

知名rr
知§if如"'"

堕ユf
知多ii
知多
知名
知・
知
知
知

�" 
囀・

知
坦

知 多
"""' 

諺
知多
知多
知多
知多市

知多市

知多市

知多市

知多市

足知多
3

市

選田丑

璽璽三聾,,,. ... 
,�.. , 

―’’ '"'"' 
1大•1•: a心'"LI'M顎 "'叩．＇＂ ''-="= ·= 

―,’’ 
!Jl ＊ 
と" 口"·�
IU gg

�応

--

張

----

国

--

知多

-亙旦J. 
郡

-

' 

m 
1-J:-Jll 
大皿村 東益市

-xffl本 ロ寧lll'<l屯一多冬＄郊
.,』9

-.-mu 海
ヽヽ化公た
ハ鈴谷村 屯·口知名 ： 
"� 公；； '.m=名 ： 

央小面鯰舵目紐至
村

五
＿

I
品

ii,応3茄張月門回知
知；；；多益亙郡

常；
知多郡英浜町

士笠
足亨

碑且

私張J
同
-"l

坦

知楚
知
一
一
多

灸

多

多

多J:ll亙
直
筵雹．

員
•»·=旧1

た田
t田

田 "' 
E田 笠t

田 応張m知多郡 .,., 
矢田村 広張囚知多郡 常＇沿市

両 分朱 疋

100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 

100 

I 2 
200 
100 
50 
200 
200 
50 
200 
200 
200 
200 
200 
100 
100 
100 

2 1 
s 

1 
200 
100 
100 
100 
200 
.100 
100 
100 
200 
200 
200 
200 
100 

100 
100 
200 
100 
100 
\00 

100 
100 
100 
50 
50 
100 

100 

100 

100 

100 
50 
100 

3 50 
100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 

100 
100 

100 
100 
100 
100 
100 
so 

l50 
1 

100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 



福江 充／芦前寺布坊家の尾張巨l校那場と三やii定（富士山・立山・白山）！関係史科

氾戴戯1伝徒名 逗I讚中 l百話 1任所 -
冒-
『

lJ!在l!li�行政区 両I分1朱1疋
一
文

263 上.- . 1 
264 '")I 1 
265 上
266 年．
267 上
268 113 
269 •r•JI右．

．

270 r-11 之笠； ’ 

271 田
272 江 '
273 83 
274 113 . 

275 JI三
276 • 

. 
I 

277 
278 

腐 1!3
衛門

心
281 1 
282 1!J 1 
283 右 1
284 田..._ 1 
285 → . 1 
286 · 
287 113 1 
288 ••113 1 
289 1 
290 ,.. 田

笠し
・

1 
291 1 
292 :.,_ 1 
293 ;

'』● ― 1 
294 • ,.. 1 
295 1 
296 

・
右

・
1 

297 雰竪. . 2 
298 1 
299 · · I  1 
300 1 
301 r石. 1 
302 1: 三郎・ ,.. 2 
303 -: 里遺一右

・
1 

304 右 ・荘 ？ 
305 ,..J坦摂互竪 1 
306 . r三 1
307 理圧浚 1 
308 加,. 1 
309 加頑喜四郎・加涵西石衛門・新洒又助. 4 

310 断海又右面門・新涵王右ぽ門・安井氾左4
・ 芍9

311 濱嶋想兵衛·濱田沃石査門・真田松右面4
• 田-八

312 � 井源三郎・梵井芝三郎・公井想古・公4

ム
313 公弁漬三郎・公井澪配・断海澪右ば門・ヽ

314 ,.. ・

315 藤
・

316 年．
317 _j5 
318 便匝iJ,J; . 
319 知. . 

一
• ,、 1

320 伊涵渭左衛門・深谷平迄・伊藤仁右衛門4
• 三

321 伊涵多助・伊藤治三郎・伊涵置兵l,i·伊4

322 � 叉三ー ． 
2 

323 ヽヽ ぃ九ー 1 
324 石 1
325 中三 . . 2 
326 ヽヽ ・1ヽ巾 ― 2 
327 ヽヽ. 1 
328 ヽヽ ・ 三 2 
329 · 忠 . 1 
330 四 1
331 ,rr:,_左衛門・阜)If平右. 2 
332 · -ユ. * 2 
333 113 "' 1  

334 113 1 

盟 豆和門
1: 

337 
. �

,. _ 11 
丑8 田 1
339 113 

-
-

右
� ・

1
340 113 . ,.. 1 
341 113· (6 1 
342 113 ,.. 1 
343 田 右
344 石: . 1 
345 田 1
346 1 
347 田 1
348 -113 .�. 

349 ..._ 1 
350 田中は右衛門 1 

，自1
相＂村
粗9村
粕R村
粕序村

I村
l_f; 

炉rr'1寸

’ 
葬喜』讐穀
襲
履

蚕

-
100-
100-
100-
100-
100-
100-
100-
100-
100-
100-
100

亜
100-
100-
100-
100
―

200-
100
―

200

�
 ,,.

桓―新田床拾一
垣田

田
m決玩田 市紐区

�ll証1B - j見

-�m. � 
＾ 

紐海 名互閃
玉豆致庭 序 区
1 田 . J夏市衿区
天唸田 勺 海 ＾ 翠 � 知 互

A': . 知

佐布皿村
.J% I 嘔血多 知量

応茄OO知多ね 知多市

佐布皿村

佐布.!ll村

佐布皿村

佐布豆村

応弘国知多証

S蛋田知多郡

応歪曰知多祁

尾張国知多祁

―

200_
200-
100_
100-
100-
100-
100
―

200-
100-
100
―

200-
100＿
望
璧
醤ー
100-
100

亜
100蒟ー
100-
100-
100-
100

-
100

涸

涸

100 

冒

竺
竺
竺
竺
鬱
攣
攣一�

-
100-
100-
100

亜
100-
100一
竺

100

守村 ほ認諺
且

I -:-
I 

互
I佐布m

田 u匹 - j荏

岱 , � 知 ＾ 喜
主

一 坦多3匹

... 
忠姻坦紐 ゑ塁

- - � 張邸＿多妥

,-
匹 匹呈

.,.. , 夏
＾ 

玉荻甲
-郡拭笠B

一 」砂m!!
知郡訳翌’

ロ 知 知郡武;;a
... . 知 」笞晃;91

知名 」影Ill!

宮1!i村市場 広姿因知多邸
� 

1知多郡武豊町

-
So-
100-
曲-
lOO-
lOO-
Soi
So-
lOO-
100-
So

―

―

―

 

―
200

苺
100-
100-
100

苺一
200-
100-
100-
100-
100-
100-
loo-
100＿
璧
200-
100
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掲駐舶1侶徒名 人数1虞中ほ話1住所 江戸的代該当囚邸 1祝在該ヨ行政区 1両 1分 1朱 1疋 文

351 田碇岳
・

1 
352 ・右

．
．右. . . 4 

353田 1
354 田・•田七 . 2 
355 田 1
356 田右

・

1 
357 El年·

.
1 

358山' 1
359 歴里豆 1 
360 -._ 

• 
1 

361 里琴 1 

主�2 Ell� 右
・

1 
363 Ell 1 
364 田八

・
1 

365 率互
・ 1 

366 田石 • 田�-•:E, . 2 
367田

・

1 
368·-七 1
369 , Ell 1 
370 Ell 1 
371 · 田泣 1 
372 ヽ ヽ ·-Ell . l 
373 , 田 ・田 八 ？ 

且試： il 

loo-
loo-
loo＿

卑
loo-
loo-
loo-
loo-
loo-
loo-
loo-

置
ZOo-
Ioo-
園-
Ioo-
園-
loo-
100-
loo-
lOo-
loo-
loo-
So-
So-
loo

178 I祖田由蔵 藉

賣387 
388 
389 
390 
391 
392 
393 
394 ．� ・
395 治右衛門
396 F坦担呆歴ー
397 . 庄均—―
398 1B . 石
399 � 田j包有癒fi
400 右面門
401 加茄九郎右衛門
402 
403 
404 Iヽヽ
405 
406 
407 
408 ;'? 
409 口右旦
410口
ヽ11 -IB八
412 · 田七

百b 知且,Mt兵
414 • 笈澁岳衛
415

・ ·'田
416 

迪金一を
417 ,.._ I 
418 ..... JI賊
419·I 
420、年Li._
421 た·I 在略�
422 ,.;.JI�. 

423 ヽ ．ヽ五旦互匝已
424 u. 

425 1B "· 縄互紺□
426 ヽ西ヽ搾右円門
427 ヽ ヽ 』狂l
428 竺酉圧至円
429勺I· 石
430 、虫迭互藍巴
431 -11・ 右丑in
432 、立豆堡屈一
433 ,..,JI u.:E遺江l
434 ハ西庄左衛r�
435 山年勁
436 ヽ 西ヽ
437 i1111I償兵衛

ー5
 

I-
l

1-
1-
I-
1-

j
I-
1-
1l
ー＿

1
2-

1-
1
?＿
1-
I-
1-
1-
1-
1-
1-
1_
1-
1-
I-
1-
1-
1-
I-
1_
1_
1-
1-
I-
1-
I-
1_
1一
ー＿
1＿
1-
I_
1-
I-
I-
I-
I-
1-
I-
1-
I[
1-
1-
1一
ー＿
1-
1

[

胃 ：＇
一
一多郡武を

只沃紐一多昇 ＿郡霞,;,a

多 を開忠滋せ
廷 ＄紐四， 一屈＿武笠9

..... 
坦

- � � 狸武主
�.. - 知 =

本口(1字 m 
田 一」出�堕．

田 一多 蔓芦を町
本田_(jg症 玉紐凜互

田 符爵；を町
祖応冠 祁 知名�菜S迫I
担―... 忠血迎多 鹿多�武9町

＾ 

本ご(�貢村本氾か応蛋囚知；；；；霊 知；；；；己武王町
？ 
本ご(1:i浜村本氾か兄張口知多召 知；；；；び武笠町
っ

忠 忠即漉多
． 声多 豆互謳

・
ユ ｀ 

� 
m菟巫一多g

卒芍
� 一 嘔暉紐 廷匹晶

“知 ＾ ｀

年 室茂亙瞑
吝

貴壬旦·--
巫 ＾界市幹区

ウ,.『••ぐ
＾古門市枯区

! - /i'1斡区
！ 門市科区

1;0 JMji慈迎E
! � 
！ 一褪
! .Jill笙豆互

多 坦多3芦⇔町
� --ヽ-―一多 知JIDrum
怠村 多 ...m逗
広足笠' ' : 坦多 _J:IIJ逗
吝 知一多知』四
吝 ． 坦多� 知」
芯痣 一 知 JU函
大・ ”直＇ 知」芯廷迎I

匹を町
逗 ム を開武足亙
I:; - ―郡武豆町
迦 日張日知多 坦乏邸＿⇔町

虹,;;,町
·' 炉ill"e町

畑笠 臨暉多 年
釦区

印 丑旦多
呻

‘
多 i

原笠 _fi ' 

細 責t 翌
呻

‘ 坦多互

『
―辺

紐 "』
晶

旦
I� 亙

l 応萩円知多1坦
［ そ口知多祁．晶 、、翌＿

i 
, 翡＿阜碑立謳

大

-
Ioo

璽
100

量
lOo-
100

置
100-
100-
100一
g-
100

醤
望
100一
50-
Ioo一
碑一
200

蜃
100-
Ioo-
100-
100-
loo-
100-
100-
Ioo-
100-
100-
loo-
200一
碑一
loo

-

100-
100-
Ioo-
100-
100-
100-
100-
loo

-

loo-
曲-
100-
100-
loo-
Ioo

-

loo-
曲-
loo-
50

[ 500 

凡例
：本iくは芦餅、炉日

・
光坊の元治2年(1865)「日光坊裕建泰加板J (他1人所蔵• 旧；'j館、炉日光坊i応姦）の内容を鮒澁し、掲叔顧に伝者名とその

所在村、及び江戸時代の所駈l•I郡 、 人孜 、 1叱活方の布無 、 ＇ぷ巡額などを守き上げ、 一筵したものである。
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福江 充／芦隙寺宿坊衣の］窃Jぬ国板那場と：：：ギ�定（窟士山・立山・白山）関係史料•

策l図：芦 1隙寺宿坊家の尾張国における柏那場形成状況

伊勢湾

0 岡崎 究1:1 三珂: 
中金1

象＼ 額田 I 

咋畑―-
--—,豊_I I 

I 
9

・ 御澪 I一ー。;,i
n送

・

ヽ--
✓

)

凡例
本L文1は本松の第1 ;;,: から第4 ,·;,: で指摘した各柄坊京の校那場の村々を地図上に示しt· ものである。「•J印は福泉坊の柏那均村を示

していふ「■J印は大仙坊の拉那均村を示し
二

ている っ 「●」印は日 ・光坊の柏那場村をホしている。 r..,」印は宝氾坊の柁）!I洪場村を示し
ている。「◆」印は仙祓坊の松那場村を示している。「＊」印は三ギji定に関する石辿物の分布を示し、その番刃·は本似Ill 6 j•;-c3節の番サ
と合致している。
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